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65,792人（－ 25 人） 10月1日現在の住民基本台帳による人口
（　　）内は前月からの増減

男 31,930人 （－ 18 人） 世帯数 28,560世帯
女 33,862人（－ 7 人） 　（＋ 2 世帯）

『こわい？こわくない？』
（9月15日・ゆきのこ保育園運動会にて）10.10



( 2 )

（２００７年・第６６１号）

　納税週間『夜間・休日収納窓口』
　　　　　　　　開設のお知らせ
　市では、勤労者の納税促進を図るため、毎月末の25日

から末日までを納税週間として、平日の窓口業務に加え夜

間および休日に収納窓口を開設しています。

　期間中は市税等の納付を受け付けしていますので、仕事

などで日中に金融機関での納付が難しい方は、どうぞご利

用ください。

　また納税相談も随時行なっていますので、窓口もしくは電

話にてご相談ください。

《開設日時》

10月 25日～ 31日まで（土・日曜含む）

平　日・午後5時15分～午後7時 30分

　　※午前8時 30分～午後5時15分

　　　 　　までは通常どおり納付できます。

土、日曜・午前8時 30分～午後5時15分

《開設場所》

本庁舎税務課、川内庁舎管理課

大畑庁舎管理課、脇野沢庁舎管理課

〈詳しくは〉

 市税務課収納係　 � 22-1111内線192～194

 川内庁舎管理課 　� 42-2111内線114　　

 大畑庁舎管理課　 � 34-2111内線144　　

 脇野沢庁舎管理課  � 44-2111内線 32　　

【
固
定
資
産
税
】

　

毎
年
１
月
１
日
に
、
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
が
、
そ

の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
に
納

め
る
税
金
で
す
。

※
し
た
が
っ
て
、
同
年
中
の
１
月
２

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
異
動
に

つ
い
て
は
翌
年
度
の
課
税
に
反
映

さ
れ
ま
す

【
土
地
】

　

固
定
資
産
税
に
お
け
る
『
土
地
』と

は
、
田
、
畑
、
宅
地
、
鉱
泉
地
、
池
沼
、

山
林
、
牧
場
、
原
野
お
よ
び
そ
の
他
の

土
地
を
い
い
ま
す
。
な
お
、
登
記
簿
上

の
地
目
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
年
の

税
制
用
語
基
礎
知
識 

〜
固
定
資
産
税
編
１
〜

１
月
１
日
の
現
況
の
地
目
で
課
税
さ
れ

ま
す
。

【
家
屋
】

　

固
定
資
産
税
に
お
け
る
『
家
屋
』と

は
、
住
宅
、
店
舗
、
工
場
（
発
電
所
お

よ
び
変
電
所
を
含
む
）、
倉
庫
お
よ
び

そ
の
他
の
建
物
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
に
お
け
る
『
家

屋
』と
は
、
不
動
産
登
記
法
に
お
け
る

『
建
物
』と
そ
の
意
義
を
同
じ
く
し
、『
屋

根
お
よ
び
周
壁
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る

も
の
を
有
し
、
独
立
し
て
風
雨
を
し
の

ぎ
う
る
外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
た
一
定
の

空
間
を
有
す
る
土
地
に
定
着
し
た
建
造

物
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
と
す
る
用
途

の
供
し
得
る
状
態
に
あ
る
も
の
』と
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
償
却
資
産
】

　

会
社
や
個
人
で
事
業
経
営
を
し
て
お

ら
れ
る
方
が
、
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外

の
資
産
で
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
機
械
・
器
具
・
備
品

等
を
い
い
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

�
22

－

１
１
１
１
内
線
１
８
５
〜
１
８
７

　

免
税
証
と
は
、
軽
油
を
軽
油
引
取
税

が
免
除
さ
れ
た
価
格
で
購
入
す
る
た
め

の
券
で
す
。

　

免
税
軽
油
使
用
者
は
次
の
点
に
注
意

し
、
適
切
に
免
税
証
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

①
免
税
証
は
自
分
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　

免
税
証
は
、
交
付
を
受
け
た
人
し

か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
紛
失
や
盗
難

を
避
け
る
た
め
、
鍵
の
か
か
る
場
所

に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
免
税

証
を
他
の
人
に
譲
り
渡
す
行
為
や
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
の
販
売
店
に

預
け
る
行
為
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

②
免
税
軽
油
は
免
税
証
と
引
換
え
に
購

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

免
税
証
と
免
税
軽
油
は
、
給
油
の

都
度
、
同
数
量
を
引
き
換
え
し
て
く

だ
さ
い
。
免
税
証
の
有
効
期
間
外
に

給
油
し
た
軽
油
は
免
税
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

〜
下
北
地
域
県
民
局
県
税
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

軽
油
引
取
税
免
税
証
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

③
免
税
軽
油
の
引
き
取
り
に
係
る
報
告

義
務
に
つ
い
て

　

免
税
軽
油
を
使
用
す
る
人
は
、
法

律
に
よ
り
毎
月
末
日
ま
で
に
、
前
月

分
の
引
き
取
り
に
係
る
報
告
書
を
提

出
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

④
免
税
軽
油
は
法
律
で
認
め
ら
れ
た
人

が
法
律
で
認
め
ら
れ
た
機
械
に
し
か

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

引
き
取
っ
た
免
税
軽
油
を
他
人
に

譲
り
渡
し
た
り
、
認
め
ら
れ
た
機
械

以
外
に
使
用
し
た
場
合
に
は
、
法
律

で
罰
せ
ら
れ
る
ほ
か
、
軽
油
引
取
税

が
課
さ
れ
ま
す
。

　

免
税
軽
油
を
使
用
し
て
い
る
機
械

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や

か
に
県
税
部
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

下
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課

�
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（２００７年・第６６１号）

むつ税務署からのお知らせ
～税務相談の体制が変わります～

　所得税、消費税、法人税、相続税などの国税に関するご

相談は、平成19年11月1日以降、『電話相談センター』で

お答えいたします。

《お問い合わせ先》

むつ税務署� 0175-22-3294
（音声ガイダンスでご案内いたします）

　なお、面接による相談をご希望の方は、あらかじめ税務

署に相談の日時をご予約いただき、関係する書類等をご持

参のうえ、税務署の担当部門までご相談ください。

　また、税に関する情報は、いつでも手軽に税情報を入手

できる『国税庁ホームページ』をご利用ください。

国税庁ホームページアドレス

� www.nta.go. jp

　

市
で
は
、
最
近
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
等
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

〈
い　

つ
〉

　

10
月
21
日（
日
）・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分

〈
ど
こ
で
〉

　

む
つ
来
さ
ま
い
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
A

・

B

〈
ど
ん
な
〉

　

講
演　
『
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
原
子
力
の
必
要
性
』

 

東
京
大
学
大
学
院
教
授　

小
佐
古 

敏
荘 

氏

　

特
別
講
演 『
空
を
見
よ
う
〜
気
象
予
報
士
が
見
た
地
球
の
い
ま
〜
』

俳
優
・
気
象
予
報
士　

 　

石 

原　

良 

純 

氏

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会
』
を
開
催
し
ま
す

〈
詳
し
く
は
〉

市
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課

�
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１
１
１
内
線
２
３
１

★
最
終
ま
と
め
に
向
け
て
、
市
民
の

み
な
さ
ま
の
声
を
参
考
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

『
む
つ
市
教
育
プ
ラ
ン
』
に

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

む
つ
市
教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

【『
む
つ
市
教
育
プ
ラ
ン
』中
間
報
告
】を
公
開
中
で
す
。

 

・
公
開
期
間
は
10
月
末
日
ま
で
で
す

 

・
ご
意
見
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入

力
ホ
ー
ム
・
ハ
ガ
キ
・
封
書
の
い

ず
れ
か
で
お
願
い
し
ま
す

〈
詳
し
く
は
〉

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

〒
０
３
５

－

８
６
８
６（
住
所
不
要
）

�
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１
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１
１
内
線
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okita.jp/
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（２００７年・第６６１号）

平成19年度浄化槽設置補助金のお知らせ
　市では、生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するため、浄化槽を設置する方で国の補助指針および市の補

助要綱に適合するものに対し補助金を交付しています。

　下水道事業計画の認可区域または漁業集落排水処理区域に該当しない地域において、個人が所有する住宅（店舗等

の床面積が総床面積の２分の１以下である併用住宅を含む）に設置してある単独処理浄化槽または汲み取り便所を廃止

し、合併処理浄化槽に設置替えする方を補助対象としています（新築、建て替え、賃貸住宅は補助対象外です）。

【平成 19 年度の補助限度額】

浄化槽設置区域 ５人槽 6̃7人槽 8̃10人槽

むつ・大畑・脇野沢地区 147,000円 171,000円 216,000円

 川内地区 198,000円 231,000円 294,000円

※川内地区については平成20年度からむつ・大畑・脇野沢地区の額に統一する予定です。

〈問合せ・申請先〉

市下水道課施設係（むつ下水浄化センター内）

� 23-6591

　

10
月
15
日
（
月
）よ
り
入
園
案
内
・
願
書
の
配
付
を
行
な
い
、
11
月
１
日
よ
り

入
学
願
書
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

就
園
奨
励
費
、
す
く
す
く
子
育
て
支
援
費
の
補
助
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
各
幼
稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

む
つ
市
私
立
幼
稚
園
協
会
よ
り

平
成
20
年
度
園
児
募
集
の
お
知
ら
せ

むつ市私立幼稚園協会加入幼稚園

大湊幼稚園 むつ市宇田町12-5 �24-2832

大湊カトリック幼稚園 むつ市大湊浜町20-17 �24-1720

こばと幼稚園 むつ市昭和町23-25 �22-5070

星美幼稚園 むつ市小川町1-14-31 �22-2223

田名部幼稚園 むつ市金谷1-17-24 �22-2903

田名部カトリック幼稚園 むつ市新町11-28 �22-2491

ひまわり幼稚園 むつ市横迎町2-14-50 �22-1530

こすもす幼稚園 むつ市大畑町兎沢17-228 �34-5255

あたご幼稚園 むつ市川内町川内87 �42-3673
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（２００７年・第６６１号）

ゴミの出し方ミニガイド
　ゴミの出し方でお問い合わせの多い事項をＱ＆A形式でお知らせします。

Ｑ : 小屋を解体したが、ゴミで出すにはどうすればいい

ですか？
 A : 小屋・家屋等を解体した時に生じる建築廃材のうち、

木材・トタン等については、個人で解体した場合に

限り、一般廃棄物としてゴミ処理施設『アックス・グ

リーン』へ搬入できます。搬入にあたって『アックス・

グリーン搬入許可証』が必要となりますので、事前に

市廃棄物対策課または各庁舎市民生活課の確認を受

けてください。

なお、耐火材やコンクリート類は搬入禁止物となり

ますので、処理専門業者へ搬入してください。

また、解体を業者に依頼した場合は、業者が産業廃

棄物として処理することになります。

※大きさについては、種類ごとに事前確認の際に

指導いたします（例…板材の長さは１ｍぐらい）。

Ｑ :『アックス・グリーン』の場所はどこですか？
 A : 青森方面へ向かって、むつ市奥内地区手前（今泉）の

片側２車線のところです。右側に高い煙突が見える、

緑色とクリーム色の建物です。

Ｑ :『アックス・グリーン』の利用日と利用時間および注意

することは？
 A :〈利用日〉平日・土曜日（祝祭日も利用できます）

〈休　日〉毎週日曜日・年末年始

〈利用時間〉午前９時～午後５時

〈注意点〉

ゴミの種類ごとに降ろす場所を指定していますの

で、あらかじめ分別して搬入してください。

スプレー缶や小型のガス缶は、使い切ってから穴

を開けて出してください。

Ｑ : 電化製品でゴミとして出せないものは？
 A : 家電リサイクル法で指定しているエアコン・テレビ・冷蔵庫（冷凍庫）・洗濯機の４品目およびパソコンは、ゴミ

として出すことはできません。

【エアコン・テレビ・冷蔵庫（冷凍庫）・洗濯機の処理方法】

 家電小売店または指定取引場所へ持ち込んでください。

○家電小売店へ引き渡す場合は、リサイクル料金と収集運搬料金を支払うこととなります。

○指定取引場所へ持ち込む場合は、郵便局にある家電リサイクル券へ記入、リサイクル料金を支払いし、家電

リサイクル券に払込証明書を貼付したものと一緒に持ち込んでください。

 ※指定取引場所は、次の２か所となります。なお製造メーカーにより取引場所が異なりますのでご注意ください。

㈲むつ三山産業　� 26-2080
　　むつ市大字奥内字今泉１４３

三八五流通㈱むつ支店　� 22-1271
　　むつ市大字田名部字赤川ノ内並木１１３－１

取扱メーカー
　東芝（TOSHIBA）
　松下電器産業（National/Panasonic）
　日本ビクター（Victor）
　エナジー電子ジャパン（GoldStar）
　コロナ（CORONA）
　日本サムソン（SAMSUNG）など

取扱メーカー
　シャープ（SHARP）
　ソニー（SONY）
　パイオニア（PIONEER）
　日立（HITACHI）
　三菱電機（MITSUBISHI）
　アイワ（AIWA）など

【パソコンの処理方法】

 それぞれのメーカーごとに受付窓口が設けられています。回収するメーカーがないものについては『パソコン３R

 推進センター』が窓口となります。 詳しくはホームページ http://www.pc3r.jp/uketsuke.html をご覧ください。

〈詳しくは〉

市廃棄物対策課�22-1111内線 342・343

　　　　　　　　　　　　　　　　　　川内庁舎市民生活課　�42-2111

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大畑庁舎市民生活課　�34-2111

　　　　　　　　　　　　　　　　　　脇野沢庁舎市民生活課�44-2111
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（２００７年・第６６１号）

　

今
年
も
『
火
は
見
て
る 

あ
な
た
が
離

れ
る 

そ
の
時
を
』を
統
一
標
語
に
秋
の

火
災
予
防
運
動
が
県
下
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
19
年
の
む
つ
市
の
火
災
発
生
件

数
は
９
月
26
日
現
在
22
件
で
前
年
同
期

と
同
件
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
22
件
中
、
一
般
住
宅
な
ど
の
建

物
火
災
が
16
件
と
最
も
多
く
発
生
し
、
７

名
の
負
傷
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
日
ご
と
に
寒
さ
も
増
し
、
暖

房
器
具
等
、
日
常
生
活
の
中
で
の
火
の
取

り
扱
い
が
多
く
な
る
季
節
を
迎
え
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
よ
り
一
層
、
更
な
る
火
の
用
心
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

日
常
生
活
で
の
火
の
取
扱
い

①
た
ば
こ

消
し
た
つ
も
り
で
も
…

確
実
に
消
え
た
こ
と
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

②
ス
ト
ー
ブ　

近
く
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

③
コ
ン
ロ

調
理
中
台
所
を
離
れ
る
と
き
に
は
必

ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

④
電
気
器
具

コ
ン
セ
ン
ト
は
ホ
コ
リ
が
溜
る
と
発

熱
し
て
火
災
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
た
こ
足
配
線
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

の 火災予防運動 10月15日（月） ～ 21日（日）
… 『火は見てる あなたが離れる その時を 』

◎
防
火
パ
レ
ー
ド

大
畑
地
区

　

10
月
14
日（
日
）・
午
前
８
時
〜

川
内
地
区

　

10
月
14
日（
日
）・
午
前
８
時
〜

脇
野
沢
地
区

　

10
月
15
日（
月
）・
午
後
５
時
30
分
〜

む
つ
地
区

　

10
月
15
日（
月
）・
午
前
９
時
〜

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す火

災
と
お
間
違
え
な
く

◎
消
防
団
火
災
防
御
訓
練

む
つ
地
区（
南
通
地
区
）

　

10
月
21
日（
日
）・
午
前
６
時
〜

大
畑
地
区（
兎
沢
地
区
）

　

10
月
14
日（
日
）・
午
後
５
時
20
分
〜

川
内
地
区（
川
内
本
町
地
区
）

　

10
月
14
日（
日
）・
午
前
７
時
〜

脇
野
沢
地
区（
瀬
野
地
区
）

　

10
月
14
日（
日
）・
午
前
８
時
〜

▼
設
置
す
る
場
所
は
？

　

住
宅
の
寝
室
や
、
階
段
室
等
の
天
井

や
壁
面
に
設
置
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
最
寄
り
の
消
防
署
、
消
防
分
署
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
ど
こ
で
売
っ
て
い
る
の
？

　

消
防
用
設
備
業
者
（
消
火
器
店
）や

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
家
電
販
売
店
等
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

▼
悪
質
な
訪
問
販
売
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　

全
国
で
、
こ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

義
務
化
に
便
乗
し
た
悪
質
な
訪
問
販
売

が
発
生
し
て
い
ま
す
。　

　

消
防
署
で
は
訪
問
販
売
な
ど
の
斡
旋
は

一
切
い
た
し
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

　
　
　

 

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

　

新
築
の
住
宅
は
、
す
で
に
平
成
18
年

６
月
１
日
か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
の
住
宅
に
は
平
成
20
年

５
月
31
日
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈問合せ先〉

む つ 消 防 署 � 22－1680

川内消防分署 � 42－3215

脇野沢消防分署 � 44－2020

大 畑 消 防 署 � 34－2135

大 湊 消 防 署 � 24－2091
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 平成19年 秋の 火
　  今年のスローガンは …   『

 

【無料イベントのお知らせ】

　むつ科学技術館では、10月21日（日）に『原子力の日イ

ベント』（入館無料）を開催します。映画上映やちびっこ工

作教室（中学生以下対象）、探求コーナー（科学実験）など、

お子さまから大人の方までお楽しみいただける企画がいっ

ぱいです。ご家族やお友達と一緒に遊びに来てください

ね！その他、イベントの詳しい内容については、お気軽に

むつ科学技術館へお問い合わせください。

☆映画上映（コミュニケーションシアターにて）

　『超劇場版 ケロロ軍曹2 深海のプリンセスであります！』（96分）

　①10:00～ ②12:20～ ③14:30～

☆ちびっこ工作教室（科学実験工房にて）

　『水の万華鏡を作ろう』（60分・各回定員30名）

　①10:00～ ②13:00～ ③14:00～（開催30分前から受付します）

※受付場所は①1階喫煙場所付近、②、③は1階インフォーメー

ションとなります。定員になり次第受付終了となります。

　参加には整理券が必要です。小学校低学年以下は保護
者同伴でお願いします。

☆探求コーナー（1階実験観察コーナーにて）

　○『超低温の世界を調べよう』 （11:00～11:30）

　○『電気の不思議を調べよう』 （15:00～15:30）

【新イベントのお知らせ】

　むつ科学技術館では新イベント『むつ科学技術館イラスト

展』を開催します。幼児から中学生までを対象として「ナゼポ

ンと仲間たち」というテーマでイラストを募集します。ナゼポ

ンとナゼポンのお友達として、どこにも出していないオリジナ

ルのキャラクターを描いてください。応募期間は10月 21日

から12月2日（必着）です。

　詳しい内容につきましては、ホームページまたは当館までお

問い合わせください。みなさまのご応募お待ちしております。

〈問合せ先〉

むつ科学技術館　�25-2091

　　　　　　　　   25-2092

� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

11月9日は 『119番の日』 です

～消防フェスタ開催～
　むつ市では119番の通報件数が年間2,800件あり、１

日あたり約7件となっています。消防署ではこれらの通

報を受け、火災、救急、救助等、さまざまな災害に対応

しています。

　昭和62年には、住民と消防署の接点である電話番号

『119』にちなみ、消防行政全般の理解と、防災・防火意

識のさらなる高揚を目的として、11月９日が『119番の日』

に制定されました。

　さて、むつ消防署では『119番の日』を前に、消防庁舎

を一般開放します。当日は、普段見ることのできない通

信指令室の見学や消防車両の見学搭乗、その他の展示を

用意しております。また、カメラを持参すれば、防火服

を着て記念撮影をすることもできます。ぜひ見学に来て

いただき、消防に対するご理解、防火意識を高めていた

だきたいと思います。

〈い　つ〉10月 28日（日）・午前９時30分～正午

・午後１時～３時30分

〈どこで〉下北地域広域行政事務組合

消防本部・むつ消防署合同庁舎

　　　　　　　　　　　　（むつ市小川町2丁目14-1）

〈その他〉

災害発生時は、予定変更や中止となる場合があります。

また、駐車場は用意しておりませんので、ご理解とご

協力をお願いします。

〈問合せ先〉

むつ消防署警防係�22-1680内線 231
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犬
は
大
昔
か
ら
人
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー

で
し
た
が
、
今
は
家
族
の
一
員
で
す
。

ワ
ン
ち
ゃ
ん
が
人
間
社
会
で
幸
せ
な
一

生
を
送
れ
る
か
ど
う
か
は
飼
主
し
だ
い
。

　

登
録
と
狂
犬
病
予
防
接
種
は
も
ち
ろ

ん
、
安
全
な
係
留
や
散
歩
中
の
フ
ン
の

始
末
な
ど
、
マ
ナ
ー
は
き
ち
ん
と
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
よ
く
あ
る
皮
ふ
の

ト
ラ
ブ
ル
と
フ
ー
ド
に
つ
い
て
の
耳
よ
り

情
報
で
す
！
楽
し
く
学
ん
で
、
毎
日
の

『
ゴ
ハ
ン
だ
よ
！
』に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

〈
い
つ
〉11
月
10
日（
土
）午

後
１
時
〜
３
時

※
コ
ー
ヒ
ー
＆
ケ
ー
キ
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す

　

下
北
流
域
森
林
林
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
は
、
市
民
の
生
活
や
環
境
と
森

林
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を

深
め
る
た
め
、
親
子
で
森
林
林
業
体
験

を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉11
月
３
日（
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉

む
つ
市
お
よ
び
東
通
村

※
青
森
県
む
つ
合
同
庁
舎

（
む
つ
警
察
署
の
隣
）へ
集
合

〈
ど
ん
な
〉

 

・
森
林
散
策

 

・
ス
ギ
伐
採
現
場
見
学
お
よ
び
チ
ェ

ン
ソ
ー
体
験

 

・
製
材
工
場
見
学

 

・
木
工
体
験（
踏
み
台
・
本
棚
の
制
作
）

『
親
子
で
行
く
！
き
こ
り
入
門
』

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

〈
参
加
対
象
〉

親
子（
た
だ
し
１
組
４
人
程
度

子
ど
も
は
中
学
生
ま
で
）

〈
定
員
〉親
子
10
組（
先
着
順
）

〈
参
加
費
〉無
料（
昼
食
付
き
、保
険
料
含
む
）

〈
申
込
方
法
〉

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
。

参
加
者
全
員
分
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

〈
申
込
先
〉

下
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
林
業
振
興
課

『
親
子
で
行
く
！
き
こ
り
入
門
』バ
ス
ツ
ア
ー
係

〒
０
３
５

－

０
０
７
３

む
つ
市
中
央
１
丁
目
１

－

８

22

－

３
２
１
２

� sh-nosui@
pref.aom

ori.lg.jp

〈
申
込
期
限
〉10
月
24
日（
水
）

〈
そ
の
他
〉

　

応
募
の
結
果
は
、
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

〈
問
合
せ
先
〉

下
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
林
業
振
興
課

下
北
流
域
森
林
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
野
呂
・
坂
本
）
�

23

－

６
８
５
５

『
ペ
ッ
ト
講
演
会
』
開
催
！

〈
ど
こ
で
〉プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ
８
Ｆ

「
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
」

〈
演
題
〉『
皮
ふ
と
食
事
の
よ
い
関
係
』

〈
講
師
〉マ
ス
タ
ー
フ
ー
ズ
リ
ミ
テ
ッ
ド

阿
部　

理
香 

氏

〈
参
加
費
〉無
料

〈
定
員
〉60
名（
先
着
順
）

〈
申
込
方
法
〉

　

11
月
２
日（
金
）ま
で
に
、
電
話
か

F
A
X
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

青
森
県
下
北
支
部
獣
医
師
会

�

23

－

６
８
５
８
（
F
A
X
兼
用
）

　

こ
ば
と
幼
稚
園
で
は
、
未
就
園
の
お

子
さ
ん
と
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
を

対
象
に
し
た『
親
子
体
操
教
室
』を
毎
月

１
回
開
催
し
ま
す
。

　

親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
た
い
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉

10
月
26
日（
金
）・
11
月
９
日（
金
）

12
月
15
日（
土
）

い
ず
れ
も
午
前
10
時
15
分
〜
11
時

〈
ど
こ
で
〉

こ
ば
と
幼
稚
園
体
育
館

〈
申
込
方
法
〉

　

前
日
ま
で
に
、
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

こ
ば
と
幼
稚
園『
親
子
体
操
教
室
』開
催
！

〈
そ
の
他
〉

　

動
き
や
す
い
服
装
で
、
中
ズ
ッ
ク

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

こ
ば
と
幼
稚
園（
昭
和
町
23
番
25
号
）

　

�

22

－

５
０
７
０
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下
北
地
域
県
民
局
で
は
、
下
北
の
自

然
、
文
化
、
歴
史
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
講
座
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉10
月
28
日（
日
）午

後
２
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉

む
つ
来
さ
ま
い
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
Ｂ

〈
ど
ん
な
〉

 

・
か
る
た
講
座『
ま
行
・
や
行
編
』

　

下
北
か
る
た
を
題
材
に
し
た
解
説

を
行
な
い
ま
す
。

 

・
上
映
会『
下
北
半
島
の
昔
』

　

昭
和
30
年
〜
40
年
代
の
下
北
半
島

の
様
子
を
映
像
で
紹
介
し
ま
す
。

下
北
か
る
た
に
よ
る
『
下
北
を
知
る
講
座
（
第
４
回
）』

開
催
の
お
知
ら
せ

〈
定
員
〉１
０
０
名

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
方
法
〉

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

下
北
地
域
県
民
局
地
域
支
援
室

富
谷
�

22

－
１
１
９
５

22
－

１
１
７
６

　青森県立むつ高等技術専門校

『一日技能教室』受講者募集

〈い　つ〉11月10日（土）・午前９時～正午

〈どこで〉県立むつ高等技術専門校

〈どんな・定員〉

建築コース（20名）…ヒバ材で花台を製作します

配管コース（20名）…塩化ビニール管の冷間接合

　　※各コースとも製作品は持ち帰りできます。

〈受講料〉無料

〈募集期間〉10月 22日（月）～11月２日（金）

※定員になり次第締め切ります。お電話か直接来校のう

えお申し込みください。

〈その他〉上履きを持参し、作業しやすい服装でお越しください。

〈問合せ・申込先〉
青森県立むつ高等技術専門校訓練課

柳谷・山内� 24-1234

　むつ工公開講座

  ＩＴ講習会（青森県民カレッジ単位認定講座）
　インターネットを使ったり、自分のホームページを作っ

てみたい方、ゆっくり、じっくり時間をかけてマスターし

ませんか。

〈い　つ〉11月12日（月）～16日（金）

午後６時～９時（５日間）

〈どこで〉むつ工業高等学校

〈どんな〉インターネットの活用とホームページの作成

〈参加費〉1,000円

〈準備するもの〉筆記用具

〈対象・定員〉一般成人２０名

〈募集期間〉10月 29日（月）～11月５日（月）

※定員になり次第締め切ります。

〈問合せ・申込先〉
むつ工業高等学校機械科・奈良

�24-2164

　

こ
の
教
室
は
、
市
国
際
交
流
員
の
エ

イ
ミ
ー
・
ミ
ラ
ー
（A

m
y M

iller

）

と
の
会
話
を
通
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

日
常
生
活
や
ち
ょ
っ
と
し
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
そ
し
てR

eal E
nglish

を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
教
室
で

す
の
で
、
英
語
が
得
意
な
人
も
、
そ
う

で
な
い
人
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

Ａ
ｍ
ｙ
‘
ｓ 

Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
『
英
会
話
・
文
化
教
室
』

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

10
月
17
日（
水
）・
川
内
公
民
館

10
月
24
日（
水
）・
大
畑
公
民
館

10
月
31
日（
水
）・
脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　

※
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

〈
対
象
〉お
お
む
ね
18
才
以
上
の
方

〈
定
員
〉各
会
場
先
着
20
名

〈
参
加
料
〉無
料

〈
申
込
締
切
〉

各
教
室
開
催
の
３
日
前
ま
で

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
秘
書
課
国
際
交
流
担
当

�

22

－

１
１
１
１
内
線
１
６
３

 

『
む
つ
来
さ
ま
い
館
』
だ
よ
り

○『tric
k
 o
r tre
a
t

！
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

2
0
0
7
 in
 

む
つ
来
さ
ま
い
館
』開
催

〈
い
つ
〉10
月
28
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
ど
ん
な
〉

 

・
お
ば
け
カ
ボ
チ
ャ
の
重
さ
当
て
ク
イ
ズ

 

・
A
L
T
と
の
交
流
会

 

・
カ
ボ
チ
ャ
を
使
用
し
た
試
食
会

（
数
量
限
定
）

 

・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

ス
テ
ン
ド
ガ
ラ
ス
作
り
体
験
等

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
展
者
募
集

〈
い
つ
〉10
月
28
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
イ
ベ
ン
ト
広
場

〈
出
店
料
〉

　
一
人
一
区
画（
２
ｍ
×
３
ｍ
）１
、０
０
０
円

〈
申
込
締
切
〉

　

出
店
区
画
が
定
区
画
数
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
来
さ
ま
い
館

�
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議 会 だ よ り
第１９３回定例会

　

む
つ
市
議
会
第
１
９
３
回
定
例
会
が
、
去
る
８
月
28
日
か
ら
９

月
14
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
会
期
初
日
に
は
、
下
北
駅
前
整
備
促
進
特
別
委
員
会
の
中

間
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
16
議
案
（
う
ち
議
員
提
出
３
件
）が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
1
議
案
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
議
案

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同
意
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
１
９
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
建
設
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
請
願
１
件
は
、
審
査
の
結
果
、
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

下
北
駅
前
整
備
促
進

           

特
別
委
員
会
中
間
報
告

　

下
北
駅
前
整
備
促
進
特
別
委
員
会
に

付
託
の
事
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過

を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
第
１
８
６
回
定
例
会

に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
下
北
駅
前
整
備

に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
８
月
１

日
、
副
市
長
、
収
入
役
ほ
か
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
を
行
な
い
ま

し
た
。
ま
た
、
宮
下
市
長
に
は
審
議
途

中
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
出
席
を
し
、

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
企
画
部
長
お
よ
び
建
設
部

長
か
ら
前
回
の
委
員
会
開
催
以
降
の
経

過
と
現
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
企
画
部
長
か
ら
、
駅
舎
の
実

施
設
計
に
入
る
た
め
の
協
定
書
に
つ
い

て
、
平
成
19
年
６
月
18
日
付
を
も
っ
て

締
結
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
書
の
中
に
は
設
計
の
工
程
、

設
計
の
施
行
主
体
、
設
計
の
費
用
等
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
設
計
の
工
程
は
平

成
20
年
１
月
末
日
ま
で
、
設
計
の
施
行

主
体
は
Ｊ
Ｒ
側
で
対
応
し
、
設
計
の
費

用
に
つ
い
て
は
総
額
１
千
１
８
２
万
３
千

円
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
建
設
部
長
か
ら
、
駅
南
側

に
残
る
民
間
１
社
の
用
地
取
得
に
つ
い

て
、
５
月
29
日
土
地
売
買
契
約
を
締
結

し
、
所
有
権
移
転
登
記
完
了
後
の
７
月

６
日
に
用
地
費
な
ら
び
に
物
件
移
転
補

償
費
の
支
払
い
を
済
ま
せ
た
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
取
得
し
た
面
積
は
１
０
０
・３
４

㎡
、
取
得
単
価
は
前
年
度
購
入
し
た
民

間
２
社
の
単
価
と
同
額
の
３
万
７
０
０

円
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
前
年
度

取
得
し
た
分
と
合
わ
せ
た
面
積
は

１
千
８
９
３
・９
８
㎡
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
用
地
に
つ
い
て
は
、

前
回
の
報
告
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

新
駅
舎
の
設
計
が
決
ま
り
駅
舎
用
地
が

確
定
し
た
後
に
、
そ
の
駅
舎
用
地
を
除

い
た
部
分
を
今
年
度
後
半
に
は
取
得
で

き
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
工
事
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
実
施
し
て
い
る

工
事
は
駅
前
広
場
整
備
用
地
の
県
道
沿

い
約
１
４
４
ｍ
に
側
溝
を
入
れ
る
工
事
、

工
期
は
６
月
19
日
か
ら
10
月
５
日
ま

で
、
ま
た
、
今
年
度
整
備
す
る
駐
車
場

部
分
と
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
の
間

の
鉄
道
施
設
安
全
管
理
の
た
め
延
長
約

34
ｍ
に
防
護
さ
く
を
設
置
す
る
工
事
、

こ
の
工
期
は
６
月
９
日
か
ら
８
月
31
日

ま
で
、
そ
し
て
駅
南
側
駐
車
場
整
備
工

事
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
工
期
は
７
月

25
日
か
ら
平
成
20
年
１
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
駅
前
広
場
整
備
工
事
に

よ
っ
て
７
月
か
ら
バ
ス
等
が
駅
構
内
を

利
用
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

利
用
客
に
は
看
板
等
で
移
動
先
を
周
知

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
主
な
る
質
疑
、
意
見
等
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
委
員
か
ら
前
回
の
特
別
委
員

会
で
も
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
新
駅
舎
の

建
設
に
当
た
っ
て
、
市
民
か
ら
観
光
案

内
所
等
を
設
け
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
側
に
申
し
入

れ
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
新
駅
舎

の
建
設
面
積
が
ど
の
程
度
に
な
る
の
か

と
の
質
疑
に
対
し
、
企
画
部
長
か
ら
観

光
案
内
所
と
い
う
こ
と
で
は
具
体
的
な

行
動
は
起
こ
し
て
い
な
い
し
、
実
施
設

計
に
入
る
た
め
の
協
定
書
で
も
そ
の
具

体
的
な
条
件
づ
け
は
特
に
定
め
て
お
ら

ず
、
あ
く
ま
で
定
め
に
な
い
事
項
は
協

議
を
し
て
対
応
し
て
い
く
と
い
う
概
括

的
な
条
項
の
み
で
あ
り
、
今
後
そ
の
条

項
を
フ
ル
に
活
用
し
て
市
の
希
望
、
意

見
を
添
え
て
い
く
考
え
で
あ
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
駅
舎
の
面
積
に
つ
い
て
は
、

市
か
ら
の
委
託
に
基
づ
き
Ｊ
Ｒ
側
か
ら

平
成
13
年
度
に
駅
舎
の
基
本
計
画
の

ベ
ー
ス
と
な
る
調
査
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
段
階
で
は
１
４
６
㎡

と
い
う
考
え
方
を
示
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
別
の
委
員
か
ら
、
駅
舎
の
設

計
は
Ｊ
Ｒ
で
行
な
う
が
最
終
決
定
の
前

に
素
案
を
示
し
て
市
の
意
見
を
伺
う

と
い
う
機
会
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
駅

舎
の
建
て
替
え
に
よ
る
利
用
客
へ
の
影

響
と
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対

し
、
企
画
部
長
か
ら
協
定
書
に
は
設
計

に
当
た
っ
て
の
具
体
的
な
条
件
づ
け
が

な
く
適
宜
協
議
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
設
計
が
終
わ
る
ま
で
の

過
程
に
お
い
て
機
会
あ
る
ご
と
に
申
し

入
れ
を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駅
舎
の
建
て
替
え
に
よ
る

利
用
者
へ
の
影
響
と
安
全
確
保
に
つ
い

て
、
都
市
計
画
課
長
か
ら
Ｊ
Ｒ
側
と
は

常
々
協
議
を
し
て
お
り
、
今
年
度
駐
車

場
の
整
備
を
先
行
さ
せ
る
の
も
そ
の
一

環
で
今
後
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
仮
設

の
駅
舎
を
設
け
る
か
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
に
詰
め
て
い
き
た
い
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
最
後
に
そ
の
他
と
し
て
委
員

か
ら
、
本
特
別
委
員
会
は
平
成
17
年
12

月
21
日
に
設
置
後
、
本
日
ま
で
８
回
の

協
議
を
重
ね
、
ま
た
、
地
域
住
民
で
組

織
す
る
下
北
駅
周
辺
整
備
促
進
協
議
会

な
ど
の
活
動
に
よ
り
、
下
北
駅
前
広
場

整
備
事
業
が
軌
道
に
乗
っ
た
こ
と
は
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
事

業
の
完
成
を
目
指
し
て
本
特
別
委
員
会

の
改
選
後
の
設
置
を
要
望
し
た
い
旨
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
下
北
駅
前
整
備
促
進
特
別

委
員
会
の
中
間
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

請

願

審

査

　

建
設
常
任
委
員
会

　

建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
請
願
第
１
号
、
大
瀬
橋
か
ら
下
北
橋

間
の
河
川
遊
歩
道
お
よ
び
周
辺
の
環
境

整
備
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て
、
審
査

の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
６
月
20
日
、
26
日
、
７
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り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
数
人
の
委
員
か
ら
、

遊
歩
道
の
利
用
状
況
や
施
設
整
備
の
必

要
性
お
よ
び
費
用
等
に
関
わ
る
質
疑
、

さ
ら
に
は
同
協
議
会
が
市
に
提
出
し
た

要
望
書
の
内
容
等
を
参
考
に
し
た
い
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
資
料

の
提
出
を
次
回
の
委
員
会
で
求
め
る
こ

と
と
し
て
、
本
請
願
を
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
次
回
の
委
員
会
に
は
、
請
願
者

の
海
老
川
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会
会

長
、
奥
野
賢
一
氏
も
参
考
人
と
し
て
招

致
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
７
月
18
日
で
あ
り
ま
す
が
、
６

月
定
例
会
最
終
日
、
６
月
29
日
の
本
会
議

で
本
請
願
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す

る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
前

回
の
委
員
会
で
出
さ
れ
た
質
疑
等
に
対
す

る
資
料
の
提
出
と
、
そ
の
資
料
の
内
容
に

つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
参
考
人
と
し
て
出
席
要
請
し

た
海
老
川
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会
会

長
、
奥
野
賢
一
氏
か
ら
も
本
請
願
の
趣
旨

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
参
考
人
か
ら
は
同
協
議
会
の

活
動
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
続
い
て
本

請
願
の
提
出
に
至
っ
た
経
緯
、
そ
し
て

紹
介
議
員
の
追
加
、
取
り
消
し
に
つ
い

て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
請
願
の
趣

旨
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
紹
介
議
員
の

趣
旨
説
明
の
内
容
に
付
け
加
え
て
、
一

つ
と
し
て
遊
歩
道
と
一
体
と
な
っ
た
公

園
と
い
う
考
え
方
で
ト
イ
レ
、
水
飲
み

場
お
よ
び
休
憩
所
の
設
置
の
み
な
ら

ず
、
子
ど
も
の
遊
具
等
も
設
置
し
公
園

と
し
て
の
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
二
つ
に
は
照
明
設
備
の
増

設
に
つ
い
て
も
、
公
園
機
能
を
持
た
せ

る
と
い
う
考
え
方
か
ら
美
観
上
も
照
明

施
設
の
増
設
は
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

現
施
設
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
も
の

と
し
て
、
健
常
者
も
障
害
者
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
車
椅
子
の
ス
ロ
ー
プ
や
落

下
防
止
柵
の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
参
考
人
に
対
し
て
の
質
疑
等

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

続
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
遊
歩
道

の
朝
・
昼
・
夕
方
の
時
間
帯
で
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、
７
月
15
日
の
日
曜
日

と
17
日
の
火
曜
日
、
両
日
と
も
朝
６
時

か
ら
夜
８
時
ま
で
14
時
間
の
利
用
調
査

を
し
て
、
７
月
15
日
は
91
名
、
17
日
は

３
７
４
名
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
ト
イ
レ
、
水
飲
み
場
、
休
憩
施

設
等
を
整
備
し
た
場
合
の
事
業
費
お
よ

び
維
持
管
理
費
は
、
大
き
く
二
つ
に
分

け
て
、
現
状
の
遊
歩
道
内
に
整
備
し
た

場
合
、
ト
イ
レ
は
堤
防
敷
に
浄
化
槽
の

埋
設
は
困
難
で
あ
り
、
水
飲
み
場
と
休

憩
施
設
で
４
１
５
万
円
、
も
う
一
つ
の

遊
歩
道
に
隣
接
す
る
用
地
を
確
保
し
て

整
備
し
た
場
合
は
、
ゆ
と
り
の
駐
車
帯

ク
ラ
ス
の
ト
イ
レ
と
休
憩
施
設
を
合
わ

せ
て
２
千
６
９
４
万
円
、
ユ
ニ
ッ
ト
型

の
ト
イ
レ
と
休
憩
施
設
で
９
７
８
万
円

と
な
り
、
年
間
の
維
持
管
理
費
は
浄
化

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
請
願
に
至
っ
た
経
緯

の
中
で
、
平
成
18
年
５
月
15
日
に
同
協

議
会
が
市
に
対
し
て
同
様
の
要
望
書
を

提
出
し
た
が
、
そ
の
回
答
が
期
待
の
い

く
も
の
で
な
か
っ
た
た
め
今
回
の
請
願

に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
趣
旨
説
明
に
対
し
て
の
質
疑
は

特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
委
員
か

ら
紹
介
議
員
が
請
願
書
を
提
出
し
た
後

に
議
長
職
に
就
い
た
こ
と
で
、
紹
介
議

員
と
し
て
こ
の
ま
ま
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会

の
申
し
合
わ
せ
事
項
に
、
請
願
書
の
紹

介
議
員
に
は
、
正
副
議
長
お
よ
び
所
管

の
委
員
会
の
委
員
長
は
な
ら
な
い
こ
と

に
す
る
と
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
紹
介
議
員
か
ら
、
そ
の

こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い
た
が
、
請
願

が
す
で
に
受
理
さ
れ
建
設
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
た

め
、
特
に
問
題
は
な
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
各
委
員
の
意
見
を
重
く
受
け
と
め

紹
介
議
員
を
代
え
た
い
と
の
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
６
月
26
日
で
あ
り
ま
す

が
、
６
月
22
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

本
請
願
の
紹
介
議
員
に
新
た
に
斉
藤
孝

昭
議
員
が
な
っ
た
こ
と
と
、
紹
介
議
員

で
あ
っ
た
川
端
澄
男
議
員
の
紹
介
議
員

取
り
消
し
が
許
可
に
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
紹
介
議
員
と
な
っ
た
斉
藤
孝
昭
議

員
と
理
事
者
同
行
の
も
と
現
地
調
査
を

月
18
日
の
３
回
に
わ
た
り
紹
介
議
員
な
ら

び
に
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
18
日
に
は
、
参
考
人
と
し

て
請
願
者
で
あ
り
ま
す
海
老
川
地
区
町

内
会
連
絡
協
議
会
会
長
、
奥
野
賢
一
氏
の

出
席
も
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
願
意
は

妥
当
で
あ
り
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し
た

主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
６
月
20
日
で
あ
り
ま
す
が
紹

介
議
員
の
川
端
澄
男
議
員
か
ら
請
願

の
趣
旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
大
瀬
橋
か
ら
下
北
橋
間
の
河
川
遊

歩
道
等
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
市

に
お
い
て
周
辺
用
地
を
確
保
し
て
ト
イ

レ
、
水
飲
み
場
お
よ
び
休
憩
所
を
設
置

し
、
遊
歩
道
の
照
明
設
備
も
増
設
し
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
請
願
者
で
あ
る
海

老
川
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会
は
、
海

老
川
周
辺
地
域
12
町
内
会
で
組
織
さ
れ

日
頃
か
ら
地
域
の
環
境
整
備
は
も
と
よ

り
、
河
川
遊
歩
道
の
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈

り
な
ど
町
内
の
美
化
活
動
の
一
環
と
し

て
長
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て

い
る
。
そ
し
て
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て

か
ら
地
域
住
民
の
み
な
ら
ず
、
中
学
・

高
校
生
な
ど
多
く
の
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
地
域
住
民
や
多
く
の
利
用
者
か
ら

町
内
会
な
ど
に
強
く
要
望
が
あ
る
旨
の

行
な
い
ま
し
た
。

　

現
地
調
査
終
了
後
、
紹
介
議
員
と
理

事
者
へ
の
質
疑
に
入
り
複
数
の
委
員
か

ら
、
遊
歩
道
の
一
日
の
利
用
者
数
と
、

遊
歩
道
に
照
明
設
備
を
増
設
す
る
と
し

た
場
合
の
費
用
が
ど
の
程
度
に
な
る
か

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
理
事
者
側
か
ら
、
遊

歩
道
の
利
用
者
数
に
つ
い
て
は
県
の
方

で
定
期
的
に
数
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
市
で
は
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
散
歩
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る

の
は
朝
夕
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
照
明
設
備
の
増
設
に
か

か
る
費
用
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
照
明

灯
に
し
て
７
年
に
な
る
の
で
電
球
の
取

り
替
え
は
可
能
で
あ
る
が
、
照
度
を
上

げ
る
た
め
に
は
ケ
ー
ブ
ル
、
配
電
盤
等

の
附
帯
設
備
ま
で
入
れ
替
え
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
施
設
の
構
造
面
か
ら
い
っ

て
も
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
県
か
ら
聞

い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
別
の
委
員
か
ら
紹
介
議
員
に
対

し
、
新
た
に
紹
介
議
員
と
な
っ
た
こ
と

で
、
請
願
の
趣
旨
に
変
更
が
な
い
か
、

ま
た
さ
ら
に
付
け
加
え
る
こ
と
が
な
い

か
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
紹
介
議
員
か
ら
、
請
願

の
内
容
に
は
変
更
は
な
い
。
あ
と
付
け

加
え
る
と
す
れ
ば
遊
歩
道
の
利
用
者
の

こ
と
で
周
辺
地
域
住
民
、
中
学
・
高
校

生
の
ほ
か
予
想
以
上
の
方
が
利
用
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
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槽
、
電
気
料
、
水
道
料
な
ど
合
わ
せ
て

１
３
６
万
円
程
度
見
込
ん
で
い
る
と
の

説
明
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
照
明
設
備
の
増
設
に
つ
い
て
も

説
明
が
あ
り
、
県
の
担
当
課
で
は
現
状

の
設
備
を
利
用
し
て
照
明
灯
を
増
設
す

る
こ
と
は
無
理
で
あ
り
、
電
源
の
ル
ー
ト

を
別
に
し
て
既
設
の
各
照
明
灯
の
間
に

新
た
に
照
明
灯
を
設
置
す
る
と
し
た
場

合
の
工
事
費
は
１
千
１
２
２
万
円
と
見

込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
請
願
者
の
海
老
川
地
区
町
内

会
連
絡
協
議
会
が
昨
年
５
月
に
提
出
し

た
要
望
書
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
県
と

協
議
を
重
ね
な
が
ら
今
年
の
２
月
５
日

と
３
月
６
日
の
二
度
回
答
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
同
協
議
会
が
行
な
っ
て
い
る

河
川
の
草
刈
り
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
時
期
に
は
、
仮
設
の
ト
イ
レ
を
設
置

す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
と
い
う
県
の

意
向
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
回

答
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
複
数
の
委
員
か
ら
、
財
政
的

な
問
題
等
も
あ
る
が
、
そ
う
い
う
課
題

を
今
後
市
当
局
で
協
議
、
検
討
し
て
、

最
終
的
に
予
算
措
置
で
き
た
段
階
で
事

業
を
実
施
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
本
請
願

の
趣
旨
、
趣
意
は
提
出
さ
れ
た
資
料
お

よ
び
理
事
者
の
説
明
で
十
分
に
理
解
で

き
た
の
で
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
委
員
か

ら
は
特
に
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
で
、
建
設
常
任
委
員
会
の
審
査

報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

解
散
す
る
こ
と
に
伴
い
、
条
文
整
備
が

必
要
と
な
っ
た
た
め
の
改
正
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら

の
質
疑
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
59
号　

む
つ
市
本
庁

舎
移
転
基
本
計
画
審
議
会
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

去
る
５
月
29
日
付
け
で
、
む
つ
市
本
庁

舎
移
転
基
本
計
画
審
議
会
か
ら
、
本
庁

舎
移
転
に
係
る
基
本
計
画
案
の
答
申
が

あ
り
、
所
期
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
た
の

で
、
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
審
議
会
が

廃
止
さ
れ
、
本
庁
舎
移
転
に
つ
い
て
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
、
別
の

審
議
会
を
立
ち
上
げ
る
の
か
と
の
質
疑

が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
現
在
副
市

長
を
筆
頭
に
、
内
部
に
本
庁
舎
移
転
推

進
本
部
会
議
が
あ
り
、
そ
の
下
に
検
討

部
会
が
あ
る
。
そ
の
中
で
審
議
会
か
ら

答
申
さ
れ
た
中
身
を
具
体
的
に
肉
付
け

し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
委
員
か
ら
、
職
員
が
答
申
に
基
づ

い
て
肉
付
け
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
庁

舎
移
転
を
進
め
る
に
当
っ
て
は
、
住
民

に
情
報
を
公
開
し
て
、
意
見
を
聴
き

な
が
ら
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
８
月

17
日
か
ら
４
地
区
で
説
明
会
を
開
催

し
て
、
市
民
の
意
見
を
拝
聴
し
た
。
市

政
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
疑
問

に
つ
い
て
出
来
る
限
り
回
答
し
て
、
市

民
の
意
見
を
計
画
の
中
に
反
映
さ
せ
た

い
。
移
転
に
つ
い
て
は
急
ぐ
こ
と
な
く
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
て
市
民
の
合

意
を
得
ら
れ
る
形
で
進
め
て
い
く
た

め
、
鋭
意
努
力
し
て
い
く
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
60
号　

財
産
の
取
得

に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
川
内
消

防
団
第
1
分
団
に
配
置
さ
れ
て
い
る
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
老
朽
化
に
伴
い
更

新
す
る
た
め
の
取
得
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
川
内
地
区

に
お
い
て
は
、
消
防
救
急
車
の
要
求
は

な
か
っ
た
の
か
、
脇
野
沢
地
区
に
も
高

規
格
救
急
車
が
配
備
さ
れ
て
お
り
、
通

常
支
障
は
な
い
が
、
距
離
が
あ
る
た
め
、

年
に
何
度
か
川
内
か
ら
呼
ぶ
こ
と
が
あ

る
。
新
し
い
救
急
車
を
配
備
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
大
畑
地
区
に

導
入
す
る
消
防
救
急
車
が
良
い
も
の
で

あ
れ
ば
、
川
内
地
区
、
脇
野
沢
地
区
に

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
の
質
疑
が
あ
り
、理
事
者
側
か
ら
、

現
時
点
で
は
川
内
消
防
分
署
か
ら
要
請

は
な
い
が
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を
考

え
た
場
合
、
当
然
救
急
車
が
２
台
あ
っ

た
方
が
ベ
タ
ー
で
あ
り
、
川
内
、
脇
野

沢
地
区
で
も
、
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

検
討
、
協
議
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
複
数
の
委
員
か
ら
、
入
札
、
落

札
の
状
況
な
ど
を
問
う
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
特
別
車
両
で
あ
り
、

市
内
の
業
者
で
は
こ
の
車
種
は
取
り

扱
っ
て
お
ら
ず
、
指
名
申
請
が
出
て
い

る
業
者
で
入
札
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
車
種
を
指
定
す
る
と
、
業
者
も
特

定
し
て
し
ま
う
の
で
車
種
は
指
定
し
て

い
な
い
。
予
算
額
は
２
千
８
２
０
万
円

で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
61
号　

財
産
の
取
得

に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
大
畑
消

防
団
本
部
付
分
団
に
配
置
し
て
い
る
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
老
朽
化
に
伴
い
更

新
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
初
め
て
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
と
救
急
車
を
兼
ね
備

え
た
消
防
救
急
車
を
購
入
す
る
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
分
団
で
は

こ
れ
ま
で
、
消
防
自
動
車
の
操
作
は
し

て
き
た
が
、
今
後
は
救
急
車
と
な
る
と
、

機
能
が
ま
る
で
違
う
の
で
、
専
門
的
な

資
格
、
指
導
の
面
な
ど
問
題
な
い
の
か
と

の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
今

回
配
備
し
た
の
は
、
大
畑
消
防
署
が
統

括
す
る
分
団
で
あ
る
た
め
、
消
防
救
急

車
を
配
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
ど
こ
の
分

団
で
も
配
備
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
本

部
付
分
団
で
あ
る
た
め
こ
の
よ
う
な
対

応
が
で
き
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
62
号　

字
の
区
域
の

変
更
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
こ

れ
は
農
林
水
産
省
か
ら
、
県
に
所
管
換

え
さ
れ
た
国
有
林
地
を
む
つ
市
に
編
入

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
編
入
と
な

る
理
由
を
問
う
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

各
委
員
長
報
告

総
務
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
議
案
８
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過

と
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
９
月
４
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
第
63
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
反
対
討

論
が
出
さ
れ
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成

少
数
で
、
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
ほ
か
議
案
７
件
に
つ
き
ま
し

て
は
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し
た

主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
57
号　

む
つ
市

長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理

事
者
側
か
ら
、
郵
便
貯
金
法
の
廃
止
お

よ
び
証
券
取
引
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
条
文
整
備
が
必
要
と
な
っ
た
た
め

の
改
正
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
は
特
に
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
58
号　

む
つ
市
職
員

等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
、
郵
政
民
営
化
法
に
基
づ
き
、
来
る

10
月
１
日
を
も
っ
て
日
本
郵
政
公
社
が
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側
か
ら
、
県
が
事
業
を
進
め
て
い
た
大

荒
川
火
山
砂
防
工
事
が
あ
り
、
そ
の
中

に
農
林
水
産
省
の
土
地
が
あ
る
。
工
事

が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
財
産

を
県
に
移
す
も
の
で
あ
り
、
国
の
土
地

に
は
地
番
が
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な

手
続
き
が
必
要
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
63
号　

一
部
事
務
組

合
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
規
約
の
変
更
に

つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
一
部
事
務
組

合
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
の
定
数
は
、
合

併
前
ま
で
、
１
市
３
町
４
村
の
８
市
町

村
で
、
各
２
名
ず
つ
の
16
名
で
構
成
さ

れ
て
い
た
が
、
平
成
17
年
３
月
の
４
市

町
村
合
併
に
伴
い
、
む
つ
市
は
議
員
数

８
名
と
な
っ
て
い
る
。
９
月
30
日
の
市

議
会
議
員
選
挙
に
伴
い
、
市
議
会
議
員

の
定
数
が
30
名
と
な
る
の
で
、
現
在
の

８
名
を
５
名
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン

タ
ー
で
、
構
成
し
て
い
る
首
長
で
協
議

が
整
っ
た
も
の
を
今
回
提
案
し
た
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
定
数
は
首

長
の
協
議
で
決
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
現
実
と
し
て
、
人
口
割
で
定
数
を

決
め
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
が
、
話
し

合
い
の
中
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

た
の
か
。
む
つ
総
合
病
院
が
医
療
セ
ン

タ
ー
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
わ
け
で
も

な
い
し
、
問
題
が
な
く
な
る
わ
け
で
も

な
い
の
で
、
重
要
な
議
員
の
定
数
に
関

わ
る
問
題
は
き
ち
っ
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
一
部
事
務
組
合

下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
時
点

で
、
構
成
団
体
の
議
員
の
定
数
は
２
名

ず
つ
で
、
８
市
町
村
で
16
名
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
創
設
し
た
と
き
に
首
長
の
協
議

で
決
め
て
、
各
８
市
町
村
の
議
会
を
経

て
、
決
定
し
た
事
項
で
あ
る
が
、
今
回

の
場
合
、
む
つ
市
以
外
の
首
長
と
も
協

議
し
て
、
こ
の
定
数
に
な
っ
た
と
理
解

し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

別
の
委
員
か
ら
、
従
来
各
市
町
村
か

ら
２
名
だ
っ
た
の
が
、
む
つ
市
か
ら
５
名

と
す
る
の
は
、
川
内
、
大
畑
、
脇
野
沢

そ
れ
ぞ
れ
、
病
院
、
診
療
所
が
あ
る
訳

で
、
医
療
セ
ン
タ
ー
議
会
へ
地
元
選
出
の

議
員
が
い
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の

不
安
が
住
民
に
は
あ
る
。
そ
の
辺
の
考

え
方
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
別
の
委

員
か
ら
、
本
会
議
で
費
用
に
つ
い
て
の
話

が
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
計
算
し
て
い

る
の
か
、
年
２
回
の
開
催
で
、
日
当
と
交

通
費
程
度
し
か
か
か
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
代
表
者

会
議
で
も
案
件
と
な
り
、
医
療
セ
ン
タ
ー

の
事
務
局
か
ら
む
つ
市
の
２
名
を
そ
の
ま

ま
に
、
川
内
、
大
畑
、
脇
野
沢
地
区
を

１
名
ず
つ
に
し
て
５
名
に
す
る
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。
む
つ
市
は
合
併
し
て
、
む
つ

病
院
、
川
内
病
院
、
大
畑
診
療
所
、
脇

野
沢
診
療
所
を
抱
え
、
財
政
的
に
も
大

き
な
負
担
を
し
て
お
り
、
是
非
８
名
を

継
続
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
佐
井
村
と
風

間
浦
村
は
今
年
度
い
っ
ぱ
い
で
診
療
所

案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
質
疑
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
68
号　

平
成
18
年
度
む
つ

市
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
本
案
に
つ
い
て
理
事
者
側

か
ら
、
合
併
し
て
二
度
目
の
通
年
決
算

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
日
々
の
施
設
管

理
を
通
し
て
川
内
地
区
、
大
畑
地
区
の

水
道
施
設
の
詳
細
が
よ
う
や
く
見
え
て

き
た
状
況
で
、
特
に
川
内
地
区
の
老
朽

化
し
た
上
水
道
施
設
、
簡
易
水
道
施
設

の
改
修
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
統
廃
合

を
含
め
た
最
重
要
課
題
と
受
け
止
め
、

む
つ
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
優
先
的
に
盛

り
込
む
た
め
、
職
員
一
同
一
丸
と
な
っ

て
本
格
的
な
協
議
に
入
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
平
成
19
年
度
に
入
っ
て

簡
易
水
道
関
連
の
国
庫
補
助
要
綱
が
大

幅
に
改
定
さ
れ
、
上
水
道
へ
の
統
合
を

前
提
と
し
な
け
れ
ば
補
助
事
業
が
採
択

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
現
在
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
の
一
部
見
直
し
を
し
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
併
せ
て
決
算
書
の
収
益
的
収

入
お
よ
び
支
出
、
資
本
的
収
入
お
よ
び

支
出
そ
し
て
水
道
事
業
損
益
計
算
書
の

詳
細
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
総
合
的
に

は
健
全
経
営
と
言
え
る
が
、
合
併
前
の

料
金
体
系
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、
ま

た
、
今
後
の
方
向
性
と
し
て
、
ど
う
い

う
形
で
考
え
て
い
る
の
か
質
疑
が
あ
り
、

が
廃
止
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
名

が
保
障
さ
れ
る
。
こ
の
辺
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
が
あ
る
が
、
こ
の
あ
た
り
を
医
療
セ
ン

タ
ー
か
ら
聞
い
て
い
る
の
か
と
の
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
医
療
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
16
名
が
13
名
に
な
っ
て
、
３
名

減
る
こ
と
に
よ
り
、
経
費
の
節
減
も
図

れ
る
と
の
こ
と
で
、
金
額
の
話
は
な
か
っ

た
。
ま
た
、
８
名
か
ら
、
５
名
に
な
る
こ

と
で
、
旧
む
つ
市
が
２
名
で
、
旧
町
村
が

１
名
ず
つ
の
５
名
と
い
う
話
は
、
あ
く
ま

で
む
つ
市
議
会
で
議
員
の
選
出
を
決
め

る
こ
と
で
あ
り
、
医
療
セ
ン
タ
ー
で
決
定

す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
64
号　

む
つ
市
土
地

開
発
公
社
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、
理
事

者
側
か
ら
、郵
便
貯
金
法
の
廃
止
に
伴
い
、

定
款
の
条
文
整
備
を
す
る
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の

質
疑
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
で
、
総
務
常
任
委
員
会
の
審
査

報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

　

建
設
常
任
委
員
会

　

建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
議
案
１
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過

と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
９
月
４
日
、
公
営
企

業
局
長
ほ
か
職
員
の
出
席
を
求
め
て
審

査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原

理
事
者
側
か
ら
、
合
併
協
議
会
の
取
り

決
め
事
項
の
一
つ
と
し
て
、
水
道
料
金
に

つ
い
て
は
５
年
以
内
を
目
途
に
統
一
を
図

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
体
系
も
口
径
別
、
用
途
別
と
い
う
違

い
が
あ
る
た
め
、
内
部
で
は
ど
う
い
う
形

で
料
金
改
定
に
踏
み
切
る
か
を
検
討
し

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
合
併
協
議
会
の

取
り
決
め
を
尊
重
し
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

待
っ
て
料
金
改
定
に
踏
み
切
り
た
い
と
の

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
色
々
な
形
で

市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
納
得
し
て
い
た
だ
け

る
た
め
に
必
要
な
協
議
を
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
特
に
質
疑
等
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
で
、
建
設
常
任
委
員
会
の
審
査

報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
１
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
９
月
４
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
第
67
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
審
査
の
経
過
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

　

議
案
第
67
号 

平
成
19
年
度
む
つ
市
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▼
む
つ
市
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

郵
政
民
営
化
法
第
５
条
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
19
年
10
月
１
日
を
も
っ

て
日
本
郵
政
公
社
が
解
散
す
る
こ
と

に
伴
い
、
所
要
の
条
文
整
備
を
す
る

た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
本
庁
舎
移
転
基
本
計
画
審

議
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

平
成
19
年
５
月
29
日
付
け
で
、
む

つ
市
本
庁
舎
移
転
基
本
計
画
審
議
会

か
ら
移
転
基
本
計
画
案
の
答
申
を
受

け
た
こ
と
に
伴
い
、
む
つ
市
本
庁
舎

移
転
基
本
計
画
審
議
会
条
例
を
廃
止

す
る
た
め
の
も
の

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

む
つ
市
消
防
団
川
内
消
防
団
第
１

分
団
配
備
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

老
朽
化
に
伴
い
、
車
両
を
更
新
す
る

た
め
の
も
の

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

む
つ
市
消
防
団
大
畑
消
防
団
本
部

付
分
団
配
備
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
老
朽
化
に
伴
い
、
車
両
を
更
新
す

る
た
め
の
も
の

▼
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　

県
が
行
な
う
大
荒
川
火
山
砂
防
工

事
に
よ
り
、
農
林
水
産
省
か
ら
県
に

所
管
換
え
さ
れ
た
国
有
林
地
を
む
つ

市
大
字
大
平
字
荒
川
に
編
入
す
る
た

め
の
も
の

▼
一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー

規
約
の
変
更
に
つ
い
て（
否
決
）

　

一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン

タ
ー
議
会
議
員
の
定
数
の
見
直
し
、

お
よ
び
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
る

吏
員
制
度
の
廃
止
に
伴
い
、
所
要
の

条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変

更
に
つ
い
て

　

郵
便
貯
金
法
の
廃
止
に
伴
い
、
定

款
の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
に
選
任
す
る
者
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

髙
松
芳
昭
氏
の
辞
任
に
伴
い
、
後

任
の
委
員
に
篠
﨑
慶
司
氏
を
選
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
意
を
求
め
る

た
め
の
も
の

▼
平
成
19
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
２
千
９
７
３
万
８
千
円
の

増
額
補
正
）

▼
平
成
19
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
７
８
３
万
７
千

円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
18
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会

計
決
算

収
益
的
収
入（
税
込
み
）

15
億
６
千
４
９
万
２
千
４
９
８
円

収
益
的
収
入（
税
抜
き
）

14
億
９
千
１
７
３
万
８
千
６
５
９
円

収
益
的
支
出（
税
込
み
）

15
億
１
千
３
７
５
万
４
千
６
２
５
円

収
益
的
支
出（
税
抜
き
）

14
億
５
千
９
８
７
万
８
千
２
６
８
円

◎
当
年
度
純
利
益 

３
千
１
８
６
万
３
９
１
円

資
本
的
収
入

５
億
９
４
万
８
千
円

▼
旧
町
村
地
区
の
振
興
策
に
つ
い
て

 

・ 

地
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
は

 

・
産
業
の
振
興
策
は
い
か
に

▼
生
活
保
護
の
対
応
に
つ
い
て

 

・
分
庁
舎
の
組
織
と
職
員
配
置
に
つ
い
て

 

・
職
員
の
養
成
・
研
修
は
い
か
に

▼
サ
ル
対
策
に
つ
い
て

 

・
基
本
姿
勢
は
い
か
に

 

・
農
業
被
害
対
策
に
つ
い
て

（
電
気
柵
の
設
置
、
モ
ン
キ
ー
ポ
リ
ス
、

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
）

▼
公
民
館
施
設
の
改
善
に
つ
い
て

 

・
網
戸
の
設
置
に
つ
い
て

 

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
つ
い
て

▼
信
号
機
新
設
に
つ
い
て

 

・
大
畑
小
学
校
付
近
の
交
差
点
に
信
号
機

の
設
置
を
す
べ
き

◎
石　

田　

勝　

弘

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

▼
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
に
つ
い
て

 

・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
の
地
元
配
分

率
に
つ
い
て

▼
使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
に

つ
い
て

 

・
施
設
建
設
の
現
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

◎
東　
　
　

健　

而

▼
財
政
問
題
に
つ
い
て

 

・
財
政
の
現
状
認
識
に
つ
い
て

 

・
地
方
財
政
再
生
制
度
に
つ
い
て

 

・
連
結
決
算
と
累
積
債
務
の
総
額
に
つ
い
て

 

・
連
結
で
の
一
時
借
入
金
の
総
額
を
示
せ

 

・
合
併
特
例
債
の
限
度
額
に
つ
い
て

 

・
合
併
特
例
債
を
赤
字
に
投
入
で
き
な
い

が
認
識
は

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
、
理
事
者
側
か
ら
、
平
成
18
年
度
の

介
護
保
険
事
業
の
確
定
に
伴
う
補
正

で
あ
り
、
歳
入
で
は
介
護
給
付
費
に
係

る
支
払
基
金
交
付
金
の
追
加
交
付
見

込
額
６
８
７
万
８
千
円
、
県
負
担
金
の

追
加
交
付
見
込
額
９
５
万
９
千
円
を
追

加
し
、
歳
出
で
は
介
護
給
付
費
に
係
る

国
に
対
す
る
償
還
金
と
地
域
支
援
事

業
に
係
る
国
・
県
お
よ
び
支
払
基
金
に

対
す
る
償
還
金
と
し
て
６
６
１
万
９
千

円
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
と
し
て

１
２
１
万
８
千
円
を
追
加
す
る
も
の

で
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は

４
２
億
６
千
５
３
２
万
６
千
円
と
な
る
、

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か

ら
の
質
疑
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
で
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議

案

審

議

議　

案

▼
む
つ
市
長
期
総
合
計
画
の
基
本
構
想

に
つ
い
て

　

当
市
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
、
基
本

構
想
を
定
め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

郵
便
貯
金
法
の
廃
止
お
よ
び
証
券

取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
条
文
整
理

を
す
る
た
め
の
も
の

資
本
的
支
出

９
億
８
千
９
６
４
万
４
千
４
５
円

不
足
額
４
億
８
千
８
６
９
万
６
千
４
５
円

は
、
次
の
資
金
で
補
て
ん
し
た
。

当
年
度
分
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額

１
千
３
７
２
万
６
千
４
４
６
円

建
設
改
良
積
立
金

３
千
４
２
４
万
５
千
３
４
５
円

減
債
積
立
金

５
千
６
０
０
万
円

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

３
億
６
千
６
６
３
万
５
千
１
２
０
円

当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

１
千
８
０
８
万
９
千
１
３
４
円

議
員
提
出
議
案

▼
む
つ
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

▼
む
つ
市
議
会
委
員
会
条
例
の
特
例

に
関
す
る
条
例

▼
道
路
整
備
の
推
進
に
関
す
る
意

見
書一

般

質

問

　

一
般
質
問
は
９
月
６
日
、
７
日
、

11
日
、
12
日
の
４
日
間
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
澤　

藤　

一　

雄

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 
・
庁
舎
建
設
説
明
会
の
結
果
、
民
意
を
ど

の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か

 

・
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
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・
４
指
標
導
入
に
つ
い
て

 
・
基
金
の
積
み
立
て
に
つ
い
て

 
・
庁
舎
移
転
と
特
例
債
使
用
に
つ
い
て

 

・
債
務
負
担
行
為
の
名
目
と
そ
の
補
償
金

額
の
合
計
に
つ
い
て

 

・
経
費
節
減
に
対
す
る
認
識
は

 

・
中
間
貯
蔵
施
設
の
工
事
予
定
に
つ
い
て

 

・
赤
字
解
消
策
に
つ
い
て

▼
雇
用
対
策
に
つ
い
て

 

・
雇
用
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

 

・
企
業
誘
致
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

◎
工　

藤　

孝　

夫

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

 

・
来
年
度
施
行
の
制
度
の
改
善
対
策
に
つ
い
て

▼
新
市
の
地
域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

 

・
合
併
後
の
集
落
対
策
に
つ
い
て

▼
合
併
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

 

・
合
併
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
、
住
民
負
担

に
つ
い
て
、
復
活
お
よ
び
向
上
を
求
め
る

◎
中　

村　

正　

志

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 

・
市
長
の
自
治
体
運
営
に
つ
い
て
の
所
見

を
問
う

▼
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

 

・
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予

定
、
見
通
し
に
つ
い
て

▼
医
療
行
政
に
つ
い
て

 

・
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
つ
い
て

 

・
む
つ
総
合
病
院
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
科
病

棟
の
改
築
に
つ
い
て

▼
道
路
整
備
に
つ
い
て

 

・
下
北
半
島
縦
貫
道
路
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
取
組
み
予
定
に
つ
い
て

 

・
国
道
３
３
８
号
宇
曽
利
バ
イ
パ
ス
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
取
組
み
予
定
に
つ
い
て

◎
目　

時　

睦　

男

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 

・
今
後
の
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

 

・
市
長
選
挙
で
示
し
た
施
策
の
具
体
的
内

容
を
示
せ

 

・
新
む
つ
市
全
体
の
地
域
振
興
策
を
示
せ

 

・
財
政
健
全
化
に
向
け
た
今
後
の
財
政
運

営
姿
勢

▼
本
庁
舎
移
転
問
題
に
つ
い
て

 
・
住
民
説
明
会
の
意
義
と
意
見
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て

 

・
長
期
総
合
計
画
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

 

・
条
例
改
正
の
提
案
時
期
に
つ
い
て

▼
原
子
力
の
安
全
性
確
立
に
つ
い
て

 

・
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
の
柏
崎
刈
羽
原

発
被
害
に
対
す
る
原
子
力
安
全
対
策

の
住
民
不
安
の
対
処
策
は

◎
川　

端　

一　

義

▼
基
幹
産
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て
市
長

の
現
状
認
識
と
展
望
を
示
せ

 

・
イ
カ
釣
り
漁
業
に
つ
い
て

 

・
ホ
タ
テ
漁
業
に
つ
い
て

 

・
ナ
マ
コ
漁
業
に
つ
い
て

▼
水
産
加
工
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

 

・
雇
用
の
場
確
保
の
点
か
ら
も
、
そ
の
育

成
強
化
を
図
れ

▼
沿
岸
漁
業
振
興
の
た
め
の
漁
場
整
備

事
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

 

・
過
去
５
か
年
の
実
績
と
今
後
の
計
画

を
示
せ

▼
海
岸
防
災
対
策
に
つ
い
て

 

・
漁
港
区
域
内
の
離
岸
堤
や
消
波
ブ
ロ
ッ

ク
の
早
期
設
置
を
進
め
よ

▼
企
業
誘
致
対
策
に
つ
い
て

 

・
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
方
針

を
示
せ

▼
国
民
年
金
滞
納
者
問
題
、
罰
則
に
つ
い
て

 

・
年
金
問
題
と
国
保
問
題
は
ま
っ
た
く
別

次
元
の
課
題
、
罰
則
は
見
送
れ

◎
慶　

長　

德　

造

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
と
地
域
振
興
策
に

つ
い
て

 

・
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

 

・
原
子
力
安
全
協
定
に
つ
い
て

◎
鎌　

田　

ち
よ
子

▼
行
政
改
革
に
つ
い
て

 

・
公
共
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

▼
子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て

 

・
チ
ャ
イ
ル
ド
・
プ
レ
ミ
ア
ム
事
業
に
つ
い
て

◎
野　

呂　

泰　

喜

▼
電
源
三
法
交
付
金
に
つ
い
て

 

・
原
子
力
発
電
施
設
周
辺
交
付
金
の
使
途

に
つ
い
て

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 
・
財
政
再
建
に
つ
い
て

 

・
雇
用
の
機
会
増
大
に
つ
い
て

▼
道
路
基
盤
の
整
備

 

・
国
道
３
３
８
号
宇
曽
利
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

 

・
大
湊
地
域
の
坂
道
対
策
に
つ
い
て

◎
飛　

内　

賢　

司

▼
道
の
駅
に
つ
い
て

 

・
生
産
者
に
意
欲
と
市
民
に
交
流
の
場
を

▼
ク
マ
・
サ
ル
牧
場
に
つ
い
て

 

・
農
業
被
害
を
防
ぐ
こ
と
と
観
光
資
源

と
し
て

▼
松
前
町
と
の
交
流
を

 

・
市
の
先
駆
者
、
中
川
五
郎
治
氏
を
称
え
て

◎
杉　

浦　
　
　

洋

▼
財
政
運
営
の
基
本
理
念
に
つ
い
て

 

・
財
政
健
全
化
へ
の
方
策
は

 

・
合
併
特
例
債
に
係
る
認
識
と
活
用
方
法

に
つ
い
て

 

・
合
併
後
の
旧
町
村
の
地
域
振
興
策
は

▼
庁
舎
移
転
に
つ
い
て

 

・
住
民
説
明
会
の
結
果
と
今
後
の
進
め
方

お
よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

◎
佐　

藤　
　
　

司

▼
財
政
再
建
と
庁
舎
移
転
に
つ
い
て

◎
堺　
　
　

孝　

悦

▼
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
活
用
に
つ
い
て

▼
む
つ
市
所
有
の
車
両
で
Ｂ
Ｄ
Ｆ
使
用
の

現
況
と
精
製
販
売
の
実
情
を
示
せ

▼
準
離
島
航
路
シ
ィ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

 

・
採
算
の
見
込
み
が
な
い
シ
ィ
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
頼
み
で
航

路
存
続
を
図
る
だ
け
で
よ
い
の
か

▼
自
治
体
病
院
の
病
床
削
減
の
特
例
措

置
に
つ
い
て

 

・
大
畑
病
院
の
診
療
所
化
に
お
け
る
特
例
措

置
の
内
容
と
予
算
的
位
置
付
け
を
示
せ

▼
大
畑
港
の
活
用
に
つ
い
て

 

・
航
路
中
断
後
、
市
は
活
用
策
を
持
っ
て

い
る
の
か
示
せ

▼
宮
下
む
つ
市
政
に
つ
い
て

 

・
む
つ
市
政
の
現
況
の
問
題
点
と
宮
下
市

長
の
市
政
の
具
体
的
施
策
を
示
せ

◎
東　

谷　

良　

久

▼
新
市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

 
・
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
と
は
何
か

 

・
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
、
と
は
何
か

 

・
こ
ど
も
は
地
域
の
た
か
ら
も
の
と
は
何
か

 

・
大
切
な
の
は
地
域
の
き
ず
な
と
は
何
か

 

・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
毎
日
が
基
本
と
は
何
か

◎
川　

下　

八
十
美

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 

・
行
政
と
議
会
と
の
関
係
で
基
本
的
考
え

を
問
う

▼
市
長
選
挙
の
総
括
に
つ
い
て

 

・
市
長
選
挙
で
の
公
開
討
論
会
に
つ
い
て

 

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員

な
ら
び
に
委
員
長
の
後
援
会
長
就
任

に
つ
い
て

▼
本
庁
舎
移
転
に
つ
い
て

 

・
審
議
会
の
有
り
方

 

・
説
明
会
の
趣
旨
と
意
義

 

・
東
京
電
力
等
か
ら
の
寄
附
金
の
使
途

 

・
財
政
と
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の

歳
入
不
足
の
見
通
し
は

むつ市議会ホームページのご案内

　むつ市議会ではホームページを開設し、市議会に関す

る各種情報を提供しています。

　ホームページでは合併以降に開催された本会議等の会

議録も順次掲載しており、一般質問における質疑応答につ

いても詳しく掲載されています。ぜひ一度ご閲覧ください。

　むつ市議会ホームページ
　　http://www.city.mutsu.aomori.jp/gikai/



( 1 6 )

 

・
柏
崎
刈
羽
原
発
の
教
訓
か
ら
耐
震
上
で

中
間
貯
蔵
施
設
の
設
計
見
直
し
と
着

工
の
遅
れ
は
な
い
の
か

▼
観
光
行
政
に
つ
い
て

 

・
恐
山
冷
水
の
湧
き
水
を
「
不
老
長
寿
の

水
」で
売
り
出
す
こ
と
を
提
案
す
る

◎
柴　

田　

峯　

生

▼
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 

・
選
挙
公
約
と
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
等

と
の
整
合
性
に
つ
い
て

 

・
市
政
継
承
と
事
務
事
業
選
択
に
つ
い
て

▼
財
政
問
題
に
つ
い
て

 

・
財
政
赤
字
の
認
識
と
解
消
計
画
に
つ
い
て

 

・
地
方
交
付
税
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て

 

・
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
問
題
と
電

源
三
法
等
の
交
付
金
の
動
向
に
つ
い
て

 

・
シ
ィ
ラ
イ
ン
㈱
の
支
援
策
に
つ
い
て

 

・
人
事
院
勧
告
と
職
員
関
係
に
つ
い
て

▼
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

 

・
被
害
者
等
の
立
場
か
ら
、
そ
の
声
を
反

映
さ
せ
る
場
の
設
定
に
つ
い
て

 

・
サ
ル
の
間
引
き
の
促
進
に
つ
い
て

 

・
被
害
防
止
柵
の
設
置
方
法
に
つ
い
て

 

・
下
北
半
島
に
生
息
す
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
、

天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
る
こ
の
区
域

を
限
定
・
縮
小
す
る
こ
と
に
つ
い
て

 

・
人
的
・
物
的
・
精
神
的
損
害
の
賠
償
実

現
に
つ
い
て

▼
水
産
業
再
生
に
つ
い
て

 

・
生
産
と
流
通
に
お
け
る
加
工
・
貯
蔵
・

畜
養
な
ど
の
工
夫
促
進
と
必
要
な
設

備
の
支
援
に
つ
い
て

 

・
脇
野
沢
村
漁
業
協
同
組
合
事
務
所
に

併
設
さ
れ
て
い
る
漁
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修

支
援
に
つ
い
て

◎
横　

垣　

成　

年

▼
ふ
れ
あ
い
訪
問
事
業
に
つ
い
て

 

・
乳
酸
飲
料
配
布
等
に
つ
い
て

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
待
合
所
設
置
に
つ
い
て

 

・
学
校
統
廃
合
さ
れ
る
地
域
の
バ
ス
待
合

所
設
置
に
つ
い
て

▼
国
保
税
に
つ
い
て

 

・
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

▼
庁
舎
移
転
に
つ
い
て

 

・
財
政
状
況
と
の
関
連
に
つ
い
て

 
・
住
民
と
の
関
連
に
つ
い
て

◎
斉　

藤　

孝　

昭

▼
財
政
再
建
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

・
財
政
再
建
計
画
お
よ
び
赤
字
解
消
計
画

を
わ
か
り
や
す
く
作
り
直
す
べ
き

 

・
補
助
金
の
考
え
方
に
つ
い
て

 

・
税
源
移
譲
で
歳
入
構
成
が
大
き
く
変

わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
財
政
へ
の
影
響
と

対
応
に
つ
い
て

▼
防
災
お
よ
び
災
害
対
策
に
つ
い
て

 

・
地
域
防
災
計
画
は
、
そ
の
都
度
見
直

す
べ
き

 

・
避
難
場
所
と
な
る
施
設
の
耐
震
診
断
と

改
修
に
つ
い
て

 

・
災
害
発
生
時
へ
の
備
え
に
つ
い
て

▼
一
般
廃
棄
物
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
に
つ
い
て

 

・
一
般
廃
棄
物
を
減
量
化
す
る
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

 

・
一
般
廃
棄
物
の
減
量
と
処
理
委
託
料
の

関
係
に
つ
い
て

 

・
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に
行
う
た

め
の
啓
蒙
活
動
を
も
っ
と
行
う
べ
き

紹介します！【宝くじ助成事業】
（財）自治総合センターの平成19年度宝くじ助成事業により、以下の団体が助成を受けました。

団体名 助成により購入したもの

川内『宿野部部落会』
二尺南部太鼓張替 2枚、附太鼓張替 2枚、裃12具、一文字笠一式12枚
獅子舞装束１覆、袴２組、 篠笛７本調子10管、提灯22張、電池燈22本

川内『蛎 崎 地区会 』 ゴミ集積小屋６棟

脇野沢『滝山部落会』 ゴミ集積小屋７棟

脇野沢『九艘泊部落会』 除雪機１台

　よりよいコミュニティ環境を整備することで、今後さらに地域のコミュニティづくりに取組みます。

〈詳しくは〉

市広報広聴課 �22-1111内線 253

（２００７年・第６６１号）



9月15日（土）～16日（日）
　川内八幡宮例大祭9月14日（金）～16日（日）

　大畑八幡宮例大祭

祭りだ！
   祭りだ！

（ 1 7 ）
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～中央公民館からのお知らせ～

むつ市民大学基本コース
〈い　つ〉10月18日（木）・午前10時～正午

〈どこで〉 脇野沢公民館

〈テーマ〉『ファインダーの世界～旅から森の中で～』

〈講　師〉 写真家　いそやま たかゆき 氏

〈その他〉

 ・バスを申し込みされた方は、下北文化会館正面玄関

前（8時50分発）、中央公民館（9時発）の予定ですので、

時間厳守でお集まりください。もちろん脇野沢公民

館へ直接お越しいただいても結構です。地元住民の

みなさまのご参加もお待ちしております。 

・市民大学では、受講登録者を随時募集しています。なお、

登録しなくても聴講は自由で、どなたでも参加できます。

・市民大学は、『あおもり県民カレッジ』の認定講座です。

　県民カレッジの学生のみなさんも進んでご参加ください。

〈問合せ・申込先〉

中央公民館� 24-1224

平成19年度 大畑公民館まつり
11月3日（祝）・4日（日）開催！

いつ どこで どんな

展示部門

3日（祝）
９:00～18:00
4日（日）

９:00～18:00

大畑公民館
２ 階

一般市民展
和紙工芸サークル
裂き織りサークル
生きがい教室
色紙絵、絵手紙教室
コスモス学級
つくしんぼ教室
手芸サークル

大畑体育館

書道展・華道展
絵画展・さつき展
盆栽、山野草展
俳句コーナー・陶芸教室
木工サークル・写真展
食生活改善推進員会

舞台発表

3日（祝）
13:30～14:30

集 会 室

大正琴サークル発表会

3日（祝）
15:00～16:00

舞踊サークルおさらい会

4日（日）
13:00～15:30

ピアノ発表会

4日（日）
19:00～20:00

コーラス発表会

体験コーナー 3日（祝）・4日（日）
大畑公民館
大畑体育館

茶道・和紙工芸・盆栽・華道ほか

読み聞かせ
紙 芝 居

4日（日）
10:00～11:30

大畑公民館
１ 階

どんぐりグループ

〈問合せ先〉
大畑公民館�34-2321

公民館からのお知らせ
中央公民館 �24-1224

大畑公民館 �34-2321

『わきのさわ森林浴ウォーク』開催！
〈い　つ〉10月 27日（土）・午前10時スタート

　　　　　※９時30分までに川内町商工会脇野沢支所へお集まりください

〈コース〉

ガンケ山付近～九艘泊漁港（約２．６㎞を徒歩で散策）→わきのさわ温泉にて入浴（バスにて移動）

→昼食会場（バスにて移動。昼食はわきのさわの魚介類、山菜類が盛りだくさん。食事終了後解散となります）

〈送迎バス〉旧むつ市内から脇野沢までのバスをご用意します（詳細は申込み後に連絡します）。

〈参加費〉2,000円（バス送迎、入浴、昼食、飲み物、保険料等を含む）

〈申込締切〉10月18日（木）午後５時まで

〈その他〉歩行中体調がすぐれない時のために伴走車を準備します。

レジャー保険へ加入します。

〈対　象〉どなたでも

〈問合せ・申込先〉
むつ市脇野沢地区観光協会

� 44-2217
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トントゥビレッジより、11月に行なわれるイベントについてお知らせいたします。

【そば教室】
〈い　つ〉11 月 4日（日）・午前 10時～午後 1時

〈どこで〉トントゥビレッジ『ワークショップ』

〈どんな〉そば打ち、茹で洗い、試食、そば粉を使った

　　　　お菓子作りを行ないます！

〈対　象〉中学生以上

〈定　員〉15 名

〈参加料〉無料（ユニセフ募金にご協力お願いいたします）

〈準備するもの〉エプロン、三角巾、半紙、タッパ（持ち帰り用）

〈講　師〉さらしなの会 代表 竹林 鶴子 氏

〈申込締切〉10 月 23 日（火）当日消印有効

【べこもち教室】
〈い　つ〉11 月 11 日（日）・午後 1時～ 4時

〈どこで〉トントゥビレッジ『多目的ルーム』

〈どんな〉花柄模様や動物の模様のべこもちを作ります！

〈対　象〉中学生以上

〈定　員〉15 名

〈参加料〉無料（ユニセフ募金にご協力お願いいたします）

〈準備するもの〉エプロン、三角巾、包丁、タッパ（持ち帰り用）

〈講　師〉二本栁 照美 氏

〈申込締切〉10 月 30 日（火）当日消印有効

〈申込方法〉

　いずれのイベントも、官製ハガキにイベント名・氏名・年齢・郵便番号・住所・電話番号をご記入のうえご応募

ください。ハガキ１枚につき１名のご応募となります。応募者多数の場合は抽選となりますのでご了承ください。

　『そば教室』の当選者には10月 24日以降、『べこもち教室』の当選者には10月 31日以降にトントゥビレッジより

ご案内の通知をいたします。

　※各イベントに申し込まれた方の個人情報は、厳重に保護・管理し、イベントにかかる諸連絡および実施の範囲内で利用します。

トントゥビレッジ11月のイベント情報

〈問合せ先〉
〒039－4223下北郡東通村大字小田野沢字見知川山１－809

東通村原子力発電所ＰＲ施設『トントゥビレッジ』　�48-2777

　大畑漁協所属の神宝丸で漁をする古村さんは、大

畑まつりを控えた9月14日に、215㎏もある本マ

グロを釣り上げました。津軽海峡の沖合で約1時間

半もの間、マグロと格闘したとのことです。

　残念ながら、マグロは大畑まつりへ提供という訳

にはいかず、東京の築地へ直送されたようですが、

大畑漁港は久しぶりの大物で活気に満ちていました。

   9 月14日（金）/大畑漁港にて
　

ご
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
気
持
ち
良

い
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
ゴ
ム
製

の
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
用
し
ま
す
の

で
、
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

〈
い
つ
〉11
月
18
日（
日
）

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
民
体
育
館

〈
種
目
〉

 

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

　
（
小
学
生
２
名
と

大
人
男
女
１
名
ず
つ
の
計
４
名
）

 

・
ト
リ
ム
の
部

　
（
大
人
４
名
で
男
子
は
コ
ー
ト
に
２
名
ま

で
。
女
子
の
み
の
チ
ー
ム
編
成
で
も
可
。）

 

・
ミ
ニ
の
部（
小
学
生
４
名
）

『
第
20
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
』
参
加
チ
ー
ム
募
集

〈
参
加
料
〉

１
チ
ー
ム
５
０
０
円（
ミ
ニ
の
部
は
無
料
）

〈
申
込
締
切
日
〉11
月
９
日（
金
）

〈
そ
の
他
〉

　

小
学
生
は
大
人
の
方
に
同
伴
し
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
・
柳
谷
泉

第
一
田
名
部
小
学
校
�

22
－

１
２
３
６

22
－

５
１
９
８
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日本を楽しもう外国人スタイル : Scavenger Hunt 
　９月１日に青森県にいるALT（外国語指導助手）とCIR（国

際交流員）で今年の８月に来日した約60人の新人ALT・CIR

のために歓迎会を行ないました。そして歓迎会の前には１日

を使ってスカベンジャー・ハントというイベントもありまし

た。これは物探しのゲームです。

　同じ地域に住んでいる外国人が５人までのチームを作っ

て、車１台ずつに別れて県内で10チームがありました。こ

れで土曜日の11時にネットが見られる所にチームのメン

バーを集めて待っていました。11時になるとメールで探す

物（場所）のリストが届きました。しかし、このリストは簡単

に『恐山に行ってきてください』という風に書いてあるのでは

なく、なぞなぞでした。例えば、『普通は犬や馬にお金をか

ける人がいます。しかし青森ではもっと足

が多いものにお金をかけます』というもの

がありました。これがどこなのかわかるで

しょうか。ここは風間浦村のイカサマレー

スのことです。

　こういう所にできるだけ行って、写真をとって、午後６時

までに七戸に着くのがこのゲームの基本でした。それぞれポ

イントが決められていて、恐山、イカサマレースなどの有名

な場所は全部100点で、ちょっとした場所は10点から50点

となっていました。次に書いた物は本当にあった物です。簡

単に撮れたのは豆腐ドーナツ（30点）、プリクラをとる（30点）、

教会の前（10点）、太平洋（50点）でした。そして、最も面白かっ

たのは、道路で走っているトラックターの写真（10点）で、一

回車を止めて後ろから追いかけて行こうと思ったら、予想以

上に早く走っていることがよくわかりました。青森県の旗（10

点）は、市役所は週末に旗を上げていないのに県庁はちゃんと

上げていることもわかるようになりました。

　こういう馬鹿馬鹿しいゲームで一日ずっと盛り上がって

大変楽しませてもらいました。日本人はこういうことがあま

り面白くないかもしれません。自分の地元を楽しむことは非

常に難しい事だと思います。自分がいつもいる場所だから、

見慣れてしまい、新しく見たり、新しく楽しむ方法を見つけ

られないとせっかくの素晴らしい青森県が地元の人にとっ

てもったいなく思います。

　もう１つの変わった遊び方も紹介します。それはヒッチュ・

ハイキングです。私の父親からも若い頃はよくアメリカで

ヒッチュ・ハイキングをしたという話しを聞きます。しかし、

最近のアメリカは昔より危なくなり、女性はもうヒッチュ・

ハイキングがなかなかできないけど、日本なら女性２人でも

大丈夫そうな気がします。ALTの知り合いで神戸から福岡

までヒッチュハイクして行ったことがあるという友達がいま

すが、ヒッチュ・ハイキングをさらに楽しむ方法を考えたの

が私の日本人の友達です。それはヒッチュ・ハイキング・レー

スです。２人ずつのチームを２つ以上作って、皆が同じ集合

場所から半日ぐらい離れている場所をゴールに決めます。そ

して、どのチームが先に着くのかヒッチュ・ハイキングしな

がらゲーム、またはレースという感じに楽しみます。とくに

お金がかからないので、時間はあるという大学生などにとっ

てはいい遊び方だと思います。

　私もまだヒッチュ・ハイキングをしたことがないので、若い

うち、そして安全な日本にいるうちにやっ

てみたいと思っています。今は一緒にし

てみたい人を募集中です。これ以外にも

ちょっと変わった遊びがきっといっぱい

あるだろうと思いますので、今年こそ新

しい遊び方をしてみたらどうですか？ 国際交流員 Amy（エイミー）

   9 月15日（土）／ ゆきのこ保育園うんどうかい
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　はじめて参加される方は前もってご連絡ください。
　お花と手芸は材料費が必要です。
〈どこで〉

・老人憩の家『禄寿荘』（新　町）�23 - 5800
・老人憩の家『福寿荘』（川守町）�29 -1800

〈詳しくは〉

　単位老人クラブ会長、または老人クラブ連合会会長
大畑敏和さん（�22 - 2749）へお問合わせください。

【 1 1 月 の 日 程 】

《禄寿荘》 禄寿荘の各教室は新しく会員を募集しています。
お 花 教 室 ……… １日（木）・１５日（木）
手 芸 教 室 ……… ６日（火）・２０日（火）
詩 吟 教 室 ………１日（木）午後・１６日（金）
踊 り 教 室 ……… １４日（水）・２８日（水）
お 茶 教 室 ……… ８日（木）・２２日（木）
習 字 教 室 ……… ９日（金）
コ ー ラ ス 教 室 ……… １２日（月）・３０日（金）
ダ ン ス 教 室 ……… １４日（水）・２８日（水）
カラ オ ケ 教 室 ……… １２日（月）・２６日（月）
囲碁・将棋教室 ……… ６日（火）・２０日（火）

〈時間〉

ダンス教室は午後１時～３時、カラオケ教室・囲碁
将棋教室は午後１時～４時、その他の教室は午前10
時～正午

《福寿荘》 福寿荘の各教室は新しく会員を募集しています。
詩 吟 教 室 ……… ６日（火）・２０日（火）
俳 句 教 室 ……… ２日（金）・１６日（金）
日 舞 教 室 ……… ５日（月）・１９日（月）
着 付 教 室 ……… １２日（月）・２６日（月）
唱 歌 教 室 ……… ２日（金）・１６日（金）
カラオ ケ 教 室 ……… ８日（木）・２２日（木）

〈時間〉

カラオケ教室は午後１時～４時、俳句教室は午前９
時～正午、その他の教室は午前10時～正午

生きがいサークル　　　　　
　　むつ市老人クラブ連合会

各 種 相 談 日 程
法律相談 市広報広聴課�22-1111内線252

11月22日（木）場所は市民相談室。予約制です。相談の際

はできるだけ関係書類を持参してください。

法律相談 青森県弁護士会�017-777-7285

毎月第１・２金曜日 場所はむつ商工会議所。料金は5,000円、

予約制です。（扶助制度があります。）13:00 ～ 16:00

行政相談 市広報広聴課�22-1111内線252

11月19日（月）場所は市民相談室。行政が行なう仕事に

ついての各種相談を受けます。10:00 ～ 15:00

行政相談 大畑庁舎地域振興課�34-2111

11月 9日（金）場所は大畑庁舎１階小会議室。行政が行

なう仕事についての各種相談を受けます。9:00 ～ 12:00

人権相談 青森地方法務局むつ支局�23-3202

土・日・祝日を除く毎日 場所は下北合同庁舎３階相談室。家族間や近隣関係

のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。10:00 ～ 17:00

心配ごと相談 むつ市社会福祉協議会相談所専用電話 �22-2731

月 ～ 金 曜 日 場所は旧市集会所。祝日、第３木曜日は

休み。10:00 ～ 15:00

心配ごと相談 むつ市社会福祉協議会大畑支所�34-3537

11月15日（木）場所は総合福祉センター（ふれあいかん）。

日常生活のあらゆる相談を受けます。10:00 ～ 15:00

教育相談 相談専用電話�22-0974

月 ～ 金 曜 日 場所は教育研修センター。予約制です。祝日は休み。

中学生までの教育に関する相談に応じています。9:00 ～ 16:00

こころの健康相談 下北地域県民局地域健康福祉部（むつ保健所）�24-1231

11月 7日（水） 場所は地域健康福祉部（むつ保健所）。予約制です。心

の悩み、心の病気、認知症等の相談を専門医が受けます。13:00 ～ 14:00

女性の健康相談 下北地域県民局地域健康福祉部（むつ保健所）�24-1231

11月15日（木） 場所は地域健康福祉部（むつ保健所）。予約制です。

女性の心身の健康に関する相談に応じます。10:00 ～ 12:00

午後

第6回 川守町わいどの文化展
　今年もいろんなジャンルの作品を展示します。みなさ

まのご来場をお待ちしております。

〈い　つ〉10月 27日（土）・午前10時～午後４時

10月28日（日）・午前９時～午後３時

〈どこで〉 川守会館

〈詳しくは〉
　川守町町内会長・阿部�24-4530
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後ろから名前を呼ばれた時に、あなたはどうやって振り向きますか？

体力に応じた運動で健康アップ！

《運動体験記コーナー》
　昨年市が行なった『高齢者運動サポーター養成講座』に参加して、運動をするようになった参加者の体験談を前回に続

きご紹介します。運動は継続が大事なのになかなか一人では難しいもの。養成講座修了者でグループで運動を定期的に

続けている方もいます。仲間と一緒なら運動をしてみたいという方いらっしゃいませんか？

若々しく、健康なからだには柔軟性があります！

　全身で振り向いてしまうのは80才以上で、腰から先で振り向いてしまうのは70才以上、これより若くなるとだい

たい首だけで振り向くことができるそうです。（健康長寿でご活躍の聖路加病院理事長、日野原重明さんのお話です）

　柔軟性は関節がどの程度動くかを示しています。年とともに筋肉の弾力性が失われることと、運動不足で関節を支

持する腱や靭帯の弾力性が徐々になくなるために『からだがかたく』なっていきます。からだが柔らかいと、つまづい

ても姿勢の建て直しができたり転倒してもクッションになりダメージが少なくケガをしにくくなります。

　手を組んで頭上にあげ、自然に呼吸をしながら、ゆっくり上に引き伸ばしてみましょう。そのままで上体を静かに

左右に曲げてみましょう。柔軟性を保つにはこのように静かにゆっくり引き伸ばす運動（ストレッチングといいます）を

定期的に続けることが必要です。

　朝起きたとき、仕事の合間、入浴時やそのあと、スポーツの前後など、機会を見つけては関節をゆっくり曲げ伸ば

ししたり静かに引き伸ばしましょう。

〈ストレッチングのポイント〉

　１. 勢いをつけないで伸ばす

　２. 呼吸を止めない

　３. 楽に痛みのない程度に、ゆっくりと筋肉を伸ばし

筋肉の緊張感を維持する（10～ 20秒）

　４. 伸びているところを常に意識しながら行なう

　私は継続という言葉があまり好きではない。特に身体を動かすことは苦手。そんな時誘われて戸惑いながらも参加した

養成講座。初回、体力測定５種目をやった。長座体前屈はみんなよりも10㎝以上差があり、いかに柔軟性がないかが分かっ

た。年齢に関係がないこと…。

　２回目、気持ちが重かったストレッチ運動。日頃私は肩こり、腰痛がひどく特に肩は頭・眼の底が痛くなるほどつらかっ

たが、テレビを見ながら台所でできると思い30分ほど続けたら、なんだか身体が軽くなった。それならと、午前午後１時

間ずつに増やしたら逆効果で腰を痛めてしまったが、その後は無理をせず自分に合ったメニューを作り続けている。

　（略）後半ちょっとだけ身体を動かす事に快感を覚えた。そして体力測定の２回目、前回よりすべての種目でレベルアップ

された。（略）修了後自分たちのグループで運動の継続ができること嬉しく思っている。一人ではなかなかできないけどみん

なと一緒にやるととても楽しく身体を動かせることに感謝！　　　　　　　　　　  　　　　　　　 大湊上町54才 女性

　ウォーミングアップ（準備運動）、スポーツ前に身体をほ

ぐす、ストレッチングにより各機能を良くして体勢を作る。

クーリングダウン (整理運動 )、運動後の疲労回復の調整の

ための軽いストレッチングを行なっておくことです。理屈

は解っておりますが、手抜きをして終わらせておりますね。

　(略)徒歩のできない日は車庫で自転車を踏んでおります。

30分位。家と車庫でストレッチをやっております。その他

に週に２回から３回程度竹刀を振るっております。プール

での運動は私には大変です。体重が無いので流れに持って

いかれます（笑）。

　（運動は）何回かに分けており、勤務で徒歩も10分くらい

づつ６回行ないます。無理せず長続きするようにがんばり

たいと思います。　　　　　　　　　　 山田町69才 男性

　人前に出ることが苦手な私ですが、一、二、三、四と掛

け声かけて、まず一歩前に出てとにかく参加してみようと

思った。一回目、知らない人ばかり、次回大丈夫かな？身

体のあちこちがポキポキ、グリグリ音がする。朝ベッドの

中で、片方づつ膝を抱え20秒くらい、腰の調子が少し楽に

なった。また、ボールを膝の下に入れてのストレッチング

と水中運動、これはウッソーと思うくらい膝に痛みを感じ

なくなった。筋力トレーニングの腹筋はどうしてもできな

い。毎日しなくて良いと言われたので一安心。

　また、便通が良くなった (ドッサリ、快感）。できるだけ

長く続けていきたいと思います。

緑町65才 女性
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お元気ですか！
保健コーナー

〈詳しくは〉 市健康推進課   �22-1111 内線 443・445
 川内庁舎健康福祉課                       �42-2111
 総合福祉センター（ふれあいかん） �34-6611
 脇野沢庁舎健康福祉課                  �44-2111

これからの予防接種日程

B C G ◎ 3か月 ～ 7才 6か月未満

実施日 実施場所・時間

11月 7日（水） 下北文化会館 12:45～13:00

三 種 混 合 ◎ 3か月 ～ 7才 6か月未満

実施日 実施場所・時間

10月 25日（木）
脇野沢診療所 13:00～13:20

（10日前までに、脇野沢庁舎健康福祉課へ予約が必要です）

10月 26日（金）

菊池医院 13:30～14:30

佐藤小児科 14:00～17:00

ちばクリニック 14:00～15:00

（接種時間14:00～15:30）

どんぐりクリニック 14:00～15:00

11月 2日（金） 総合福祉センターふれあいかん 14:45～15:00

11月 9日（金） 川内病院 13:20～13:50

各種健診の申し込み受付中
　むつ市では、健康管理に役立てていただくために次のとおり健診を実施しております。

　健診をお受けになりたい方は、お電話でお申し込みください。なお、各健診の定員は140名となっておりますので、お早

めにお申し込みください。※各種健（検）診の内容については、『平成19年度健康づくりカレンダー』をご覧ください。

〈健診名〉 〈いつ・受付時間〉 〈どこで〉

子宮がん検診・乳がん検診・肺がん（結核）健診・骨密度検診 10月30日（火）17:00～18:00 下北文化会館

【総合健診】基本健康診査、胃・大腸・肺（結核）・前立腺・子宮・乳がん検診

※子宮・乳がん検診の受付は12:30～13:30となります

11月 5日（月） 7:00～ 8:30 中央公民館

11月20日（火） 7:00～ 8:30 下北文化会館

【複合健診】基本健康診査、胃・大腸・肺（結核）・前立腺がん検診 11月18日（日） 7:00～ 8:30 下北文化会館

  《対象年齢および料金など》

〈健診名〉 〈対象年齢 :平成 20年 3月31日現在〉〈料　金〉 〈内　容〉

基本健康診査

40才以上

1,300円

胃がん検診 900円

大腸がん検診 500円

肺がん検診 200円 50才以上で、問診上必要な方にかく痰検査を実施（別途料金500円）。

結核検診 16才以上 無料

前立腺がん検診 50才以上 1,785円 基本健康診査を受診する50才以上の男性で検査を希望する方。

骨密度検診 40、45、50、55、60、65、70才の女性 無料

子宮がん検診 20才以上 600円

乳がん検診

30才以上39才以下 300円

40才以上58才以下 700円 40才以上の方は２年に１回の検査です。今年度は年令が 40、
42、44…才と偶数年令の方が対象となります。60才以上 400円

　※生活保護受給中または市民税非課税世帯の方、70才以上の方は料金が無料になります（ただし前立腺がん検診は有料）。

　※対象年令に該当しない方でも受診できますが、料金が異なります。申し込み時にお問い合わせください。

麻しん風しん
◎１才 ～ ２才未満
◎年長児（平成13年4月2日～14年4月1日生まれ）

実施日 実施場所・時間

11月 6日（火）

菊池医院 13:30～14:30

佐藤小児科 14:00～17:00

ちばクリニック 14:00～15:00

（接種時間14:00～15:30）

どんぐりクリニック 14:00～15:00

11月 8日（木）
脇野沢診療所 13:00～13:20

（10日前までに、脇野沢庁舎健康福祉課へ予約が必要です）
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　　第20回 全国スポーツ・レクリエーション祭

スポレクあおもり２０ ７ 開催！
～むつ市ではインディアカ競技とフライングディスク競技が行なわれました～

   インディアカ大会 （しもきた克雪ドームにて）

   フライングディスク大会 （むつ運動公園・むつ工業高等学校グランドにて）

全国スポレク祭


